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要 旨
2017年6.月、東京都、首都大学東京および 日本放送協会(NHK)は 連携 し、南硫黄島に
おいて 自然環境調査を実施 した。南硫黄島は、自然環境の厳 しさから人が定住 した記録がな
く原生の自然が保たれている。自然環境保全法で立ち入 りが禁止 され、文化財保護法で島自
体が天然記念物として手厚く守られている。 山頂部を含む上陸調査が行われたのは10年 ぶ
り、史上4回 目となった。前回調査(2007年)では、地形 ・地質及び植物 ・動物の基礎調査
が実施され、陸産貝類や維管束植物の新種を含む、多 くの絶滅危惧種 、準絶滅危惧種 の生息 ・
分布が確認された。このように、未だ貴重な原生 自然が保たれ、未知なる自然が残 されてい
ることが判明 した反面、外来種の脅威にさらされている状況も明らかになった。今回調査
(2017年)では、前回調査の生物群に、体系的調査が未実施の甲殻類、土壌動物、地衣類、
癬苔類、菌類を追加 した。さらに、人間が到達不能な山域において、UAV(UnmannedAerial
Vehicle:D皿Inspire)を使った調査 ・記録を試みた。加 えて、DNA分析により南硫黄島の生物
地理学的な位置を明 らかにするとともに、生態系の理解 と保全のために各種分類群について
生物間相互作用に関する調査を実施 した。この他、シンク リノイガ等外来種の分布拡大状況
や、新たな外来種の侵入状況の把握を重要項 目とした。貴重な自然を守るために、調査隊が
南硫黄島に外来種を持ち込まず、また同島の生物を持ち出さないための対策にも細心かっ最
大の注意を払った。
厳 しく危険な自然環境ゆえ、安全確保は最大の課題であった。今回は、前回及び火山(硫
黄)列 島調査経験者が多 く参加 し大きなカ となった。それでも通常の無人島調査のノウハ ウ
が全く通用 しないほど、南硫黄島の滞在には大きな困難が伴った。プロクライマー、プロダ
イバー、小笠原在住のフィール ドワーカー、船舶関係者、父島 ・東京のサポー ト隊がスクラ
ムを組み、知恵 と力を出し合った。 さらに、小笠原村の全面的な協力により船舶待機の医師
を トップとする医療班を設営 した。現地では、悪天候により一時総員が海上の船舶に待避 し
て、調査続行の可否を思案する場面もあったが、幸いにして事故もな く、数多くの学術成果
を持ち帰ることができた。南硫黄島は、小笠原諸島で最重要な保全地域であるとともに、同
諸島の生態系の成 り立ちを解明する上で最重要なフィール ドである。また、世界的な環境変
化を捉える上でも、重要なモニタリングポイン トである。今後も、自然環境調査が定期継続
する上で参考となるように、準備段階から調査実施までの仮定について、反省点 ・課題も含
めてできる限 り詳細に記録 した。
キーワー ド 無人島、装備、安全管理、訓練
1.南硫黄島の概要
1-1.南硫黄島の概要
火山(硫黄)列 島の島々は、定期航路のある小笠原群島父島から約200～330㎞も離れた
位置にあり港もない。南硫黄島は火 山列島最南の島で、東京から南南東に約1300㎞離れた
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1瞬24度13.7分、東経141度27.7分に位置する。周囲約7.5㎞、面積約367haの小さな島
であるが、標高の最高地点は916mで、伊豆 ・小笠原諸島の中で最高峰を持つ。浸食により
頻繁に崩落するために島の周囲は数十mか ら100～200mの海食崖に取 り囲まれ、絶えず落
石が発生 している。海岸は落石由来の大小の岩に覆われ、広い所でも数十m程 度である。こ
のため、台風等の悪天候時には海食崖の縁まで波が到達 していると考えられる。島の平均傾
斜は約45度 で、島内に平坦な所はほとんど無い。島の上部には地形 性上昇気流により雲霧
が発生 し、特に山頂付近では雲霧林を形成 している(加藤 ら,2007)。
その隔絶された位置や厳 しい自然環境故に、南硫黄島には有史以来、人が定住 したことが
無い とされている。ただし1886年には帆船が遭難して南硫黄島に漂着 し、3人が3年 半もの
間、島に残留 して生活 していたとい う記録がある(環境庁,1983)。また第二次世界大戦終戦
直後に島の調査で米軍が上陸 した際に1名の 日本人が発見されたとい う報告もある。
1968年に小笠原諸島が 日本に返還された後、この島の自然環境の貴重さを考慮 して1972
年に国の天然記念物に指定された。1975年に原生 自然環境保全地域に指定 され、さらに1983
年以降は島内全域が立入制限地区に指定され、手厚 く保護 されてきた。過去に行われた調査
記録は極端に少なく、山頂も含めた上陸調査は、1936年に小笠原営林署が実施 した植物調査
と1982年に環境庁(当 時)が 実施 した南硫黄島原生 自然環境保全地域調査の2回 に限られ
る。1982年以降は沿岸部を除き上陸調査は全 く行われていない。ただし2004年6月には、
広島県船籍のプ レジャーボー トが北東岸 に座礁 し、乗員12名 のうち9名 が救助を待つため
に上陸 したことが報 じられた。
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南硫黄島の自然環境の詳細を知 る重要な記録 と
して、1982年に環境庁が実施 した総合調査、2007
360N
年に東京都 ・首都大が実施 した総合調査の報告が
ある(加藤 ら,2007、東京都,首都大学東京,2008)。
環境庁調査(1982年)では、維管束植物ll8種、
昆虫類152種、烏類21種、爬虫類2種 、ほ乳類1
種など多くの南硫黄島固有種を含む生物種が記録
された。また、ネズミ類が侵入 しておらず、海洋島
本来の生態系が奇跡的に残 されていることが明ら320N
かになった。
東京都 ・首都大調査(2007年)では、地形 ・地
質、植物、ほ乳類、鳥類、昆虫類、陸産貝類、爬虫
類、海洋生物の基礎調査が実施 された。陸産貝類や
維管束類で新種が記載 されるなど、多くの絶滅危28・N
惧種 の生息 ・分布が確認された。このよ うに、未だ
貴重な原生自然が保たれていると同時に、未知な
る自然が残 されていることが判明した(そ の後、
2011年の小笠原諸島の世界 自然遺産登録により、
南硫黄島の原生 自然の価値は さらに高まった)。
一方で、25年の問に、一部の森林の草地化など短
240N
期間の変化も確認された。また、1983年の調査時
には確認 されていないシンクリノイガ等の外来植
物が確認され、海鳥や風、海流により小笠原諸島内
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Figurel.LocationofMinami-Iwo-ToIsland。
の生育地か ら運ばれた可能性が指摘された。このため、2007年調査後、10年に1度 程度の
割合で、南硫黄島の未知の自然の探求の継続 と、環境の変化を監視する必要性が提言された。
これ らの背景のもと、前回調査から10年目を迎えた2017年、南硫黄島の生態系の現状を
把握 し、その価値を評価すると共に、保全の推進に貢献する基礎資料を収集するための南硫
黄島自然環境調査を、東京都、首都大学東京、 日本放送協会が3者合同で実施す ることとな
った。2007年実施の生物群に加えて、過去に体系的調査が行われていない、甲殻類、土壌動
物、地衣類、蘇苔類、菌類を加え、また、人の到達不可能な山域において、UAV(Unmanned
AerialVehicle:DJIInspire)を使 った調査 ・記録 を実施 した。
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1-2.南硫黄島の調査誌
以下に、南硫黄島にかかわる主な出来事 ・保護処置等及び、実施 された主な調査を記す。
また、表1に 、主な南硫黄島調査における上陸 ・滞在等の記録概略を示 した。1981年実施の
日本シダの会調査以前は、環境庁 自然保護局編 『南硫黄島の自然』p.20「表1最 近の南硫黄
島調査の記録」を一部修正(年 号のみ)して、ほぼそのまま掲載 した。1982年実施の環境庁
調査以降は、上陸 ・滞在に関するより詳細な記録が残っているため、上陸、滞在、離島まで
全行程の概略を記載 した。
1911年5月海軍水路部 ・陸地測量部の測量隊が上陸、中腹に三角点設置。軍艦 「松江」。
1935年10.月小笠原営林署調査。8合 目(標高700m)まで到達。
1936年3月小笠原営林署調査。植物学者総勢9名 が上陸、登頂。植物調査を実施
1968年6.月小笠原諸島が日本に返還 される。
1969年7月文化庁鳥類調査,船 で接近(上陸せず)。
1969年7.月東京都建設局公園緑地部が調査のため船で一周(上 陸ぜず)。
1972年 国の天然記念物に指定(文 化財保護法)
1975年 原生 自然環境保全地域に指定(自 然環境保全法)
1979年4月地質調査所が上陸、海岸部で岩石採取。
1979年6.月海上保安庁水路部が上陸、海岸に測点標識を設置。
1981年1.月国土地理院測図部が上陸、海岸に測点標識を設置。
1981年6H国土庁が調査のため上陸を試みるも果たせず。
1981年6.月日本シダの会が上陸、登墓を試みるも断念、海岸部の植物調査を実施。
1982年6.月環境庁学術調査隊18名上陸、登頂。ll日間滞在。動植物 ・地形地質調査。
1982年6,月海上保安庁水路部が上陸、海岸に測点標識を設置。
1983年 島内全域が立入制限地区に指定される。
1998年 東京都小笠原水産センター調査船 「興洋」。火山列島を船上から視察。
2007年 南硫黄島自然環境調査のための予備調査(東 京都 ・首都大学東京)。
2007年6,月南硫黄島自然環境調査(東 京都 ・首都大学東京)。
2011年 小笠原諸島 世界自然遺産登録 、
2013年7,月国土地理院 観測点設置。
2016年6月南硫黄島自然環境調査のための予備調査(東 京都:火 山列島現況調査)。
2017年6H本調査。
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表1.南 硫 黄 島 に お け る 主 な 調 査 の 上 陸 陸 ・滞 在 等 の 記 録 概 略(そ の1)
Table1.Recordouthnessuchasthelandingland,thestayofthemaininvestigationinMinami-Iwo-To
Island(1).
調
査
隊
小笠原営林署 小笠原営林署 地質調査所 海上保安庁 国土地理院 国土庁 日本シダの会
目
的
植物調査 植物調査 岩石収集 測点標識の設置 測量・人工衛星観測 岩石収集 植物調査
時 1935年10月21 1936年3月30 1979年4月30日 1979年6月12日 1981年1月28 1981年6月2日 1981年6月11
期 ～22日(2日間) ～31日(2日間) (30分間) (1時間位) ～30日(3日間) (上陸できず) ～12日(2日間)
隊 岡部正義ら 堀川芳雄 広大 5人 6人 5人程度 14人 中池敏之ら8人
規 8～9人程 度 小林義雄 東文理大
模 津山尚 東大ら、人数不明
船 東京都小笠原支庁 東京都小笠原支庁 金属公団 海上保安庁水路部 海上自衛隊父島分遣隊 船舶 船舶
舶 海幸丸 海幸丸 第一白嶺丸 明洋 特務艇85号 小笠原丸8.2t 第五つね丸8t
41t,75BHP 41t,75BHP 360t 500t (硫黄島B.C.) (父島から)
上
陸
西側(砂浜) 南側(円礫浜、一部砂浜) 南側 北側(巨礫浜) 南側(砂浜) (上陸できず) 北側(石ゴロゴロ)
・母船からサンバ ・上陸方法不明 ・母船から船外機付 ・水深を測りつつ母 ・母船から綱を引き、そ ・船舶→ 船外機 ・船舶→船外機付
ンに乗 り移 って上
陸。
・AM4:00より上陸
地点 偵察開始。
AM9:00上陸 完了。
・上方から落下してくる小石
で海岸表面に穴があいて
いる。
ゴムボー ト(20～30
分)
・海岸線か ら20～
30mでエンジンを上
げてアンカーを落と
船を岸から200m付
近に停泊
・母船から10人乗り
の船外機付ゴム
ボートで岸から24～
25m程度まで接近
れ伝いにゴムボートで
揚陸。
・事前調査時点で石が
ゴロゴロしていた上陸予
付き小舟→ ゴム
ボート乗継ぎで、
上陸を予定。
・間欠的に山頂か
き小舟で岸から
100m付近まで接
近し、そのあとゴム
ボートで上陸(昼少
し前)。胸まで海に
つかる。
・海岸には樹木1本・時々小石が頭上より落下
す。
し、200kgのアンカー 定地点に砂が堆積して らの吹き下ろしの ・ゴムボートは2人
もない。
・巨石累 々。
・土礫、大石が
時 々落下し危険。
・清水なし、海岸 の
して危険。
・7合目付近やや傾斜ゆるく
なった地点でタ方となる。
・6回に1回の割で来
る大波の頭に乗り、
岸の岩の上に打ち
上げられた。水びた
を落とす。
・アンカーか らのロー
プ(40～50m)を支え
ることにより、岸 に向
かって直 角(横波 を
受 けない)になるよう
いて、波を利用してボー
トごと海岸に乗り上げ
た。
・夜明け直後に到着し、
突風が吹いて小舟
は危険。
・風が吹くと島を回
る潮流ができる。
と若干の荷物を積
める程度のもの。
・巨大な岩がゴロ
ゴロした急傾斜の
海岸で巾副ま10m程
岩の凹みにたまっ
た雨水あり。
・土質は鳥糞の堆
各自が斜め上方に突き出
ている2～3mの小樹の幹の
し。
・AM8:00より上陸開
始.
ボートの向きを制御
しつつ、25馬力の船
外機の推進力で巨
機材揚陸はAM7:00頃か
ら開始した。
・風速3m以上だと
上陸は難しい。
度
・落石が多く危険
・岩はグズグズ、
積多く、足頸没す
る所あり。
基に身を託して仮眠する。
・9合目位で尾根に出て、
・南南東の風6m/s
・海底で直径2～3m
礫浜にボートごと乗
り上げた。
・ボート先端が着岸
・急勾配で大きな岩石
のゴロゴロした足場の
・大潮などで潮の
動きが大きいとき
60cmのボル トが必
要。
・水 はない上
陸
・島1周するも1ヵ所 の円礫がゴロゴロ動 すると同時にボート 悪い海岸 は上陸が難しい。 ・泊りは崖の基部
滞
在
等
の
渡れない所あり。
・300m位の所に標
柱を立て、安全な
頂上に達した。
・隣接の谷へは危険で行く
いている。
・波高2～3m
・海岸線は崖 から崩
先端から別のロー プ
でボートを陸から
引っぱり、その間に
・島内でのキャンプは危
険と判断し、毎日母船に
・島の周りにサメが
回遊していた。
の凹みを利用し、
全員が海岸と平行
に1人ずつ1列に
己
ユ米昌=ロ全響る場所をさがして
テントを張った。
・3名が8合目付近
ことができなかった。
れ落ちた岩塊が重
なり歩きにくい。
・上陸30分後、南南
素早く荷揚げした。
・荷揚げと同時に
ボートはアンカー の
位置に引き返し待機
帰った。
・資材、食料、水など揚
陸物資が少なかったこ
・船酔いがひどい
なって横になる。
・海岸にはリー フは
ない。
・島周辺に乱気流
まで登る。頂上霧 東の風が東寄りに した。 とで、作業を短時間に能 がある。
深く、寒気肌 にし
む。
・暑さで疲 労した。
変わってきたので、
離島を急いだ。
・沖に落としてきたア
・海岸から幅3～4m
の間は巻き波(返し
波高1m)が強く作業
困難。
率的に行えた。
・食料、水は1週間分用
・父島～南硫黄島
間、約24時間
・船酔いで眠れず。
・10/22PM4:00帰
ンカーからの ロープ ・島を回る潮流が強
意 した。 ・父島で4日間天候
船
を引いて離島する く、推進力のない
・自衛隊員20人 待ち
ボートや人間は流さ
も、ボー ト転覆する。 ・外洋用ゴムボート使用
れてしまう。
・荷揚げ物資は30kg
×6個程度
・上陸 当時 、風はな
く、風速2～3m程度
・帰りは、波の砕ける
幅のところは飛び込
んで泳いだ。
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表1.南 硫黄島 にお ける主な調査の上陸陸 ・滞在等の記録概 略(そ の2)
Table1.Recordoutlnessuchasthelandingland,thestayofthemaininvestigationinMinami-Iwo-To
Island(2).
調
査
隊
環境庁 東京都 ・首都大 国土地理院 東京都 ・首都大・日本放送協会
目
的 自然環境学術調査 自然環境調査 三角点設置 自然環境調査
時 1982年6月5日 2007年6月17日 2013年6月21日 2017年6月14日
期 ～22日(18日間) ～27日q1日間) ～27日 ～27日(14日間)
隊 隊長 奥富清 隊長加藤英寿 見玉 篤郎 隊長 鈴木創
規 計18名 計23名 計8名 計32名
模 2班制 2班制
船 母船 大型船 ヨット 上陸調査
舶 マリンたかさい231t 翔鴎 大型調査船498t
小 笠原丸8.19t 海洋調査船
上 先発隊 北西側 先発隊 南側 南側 南側
陸 本体西側 後発隊 南東側
・6/57時、先発隊が南硫黄島沖 ・6/16一次隊18名が父島を出発 ・6/21父島7出港 、出港1時 間後 にサ ・6/12出発前夜 天気予報悪化で大幅計
に到着。空はどんより曇り、波は ・6/17凪ぎ荷 揚げBC設営、順調、 メとぶつ かり、スクリュー部より、浸水 が 画変更 、一次 隊、二次 隊の入換え.17日
高い。海に飛び込んでようやく岸 BC裏始終落石、前は満潮時に波が
始まる。1時間後修理完了し、航海を
継続。
迄天候図で日々計画策定、低気圧南下
凌げれば20日以降に再設計目処
にたどり着く。かろうじて3日分の あがるテント横一列のみ.数日は ・6/22南硫黄 島着、上陸、荷 揚、BC ・6/13父島 出発
食糧と飲料水の陸揚げに成功。 夜間もヘルメット着用で寝る. 設置。ゴムボー トにより上陸、荷揚、途
・6/14南硫黄 沖到着 、上陸、荷揚、BC設
ベースキャンプを南崎に設営。 ・6/18朝から雨 風が強い.山岳班に
中でゴムボートが打ち上げられ破損、
その後は泳いで機材等を荷揚。隊員の
営、山岳隊ルート工作、浮き石・落石がひ
どい、350mまで猛暑で消耗激しい.研究
・6/813:20ルー トエ作班が戦 後初 よるルート工作開始.研究者は島 一人がゴムボートと玉石が転がる海岸 者南東海岸調査、BC裏の落石のひどさ
の登頂に成功。
・6/9松江岬を除いて海岸は全て
歩けることを確認。
・6/1015時、本隊が南硫黄島沖
に到着。どこを見ても登れそうにな
い。久しぶりの再会を喜ぶ。
・6/11波は静か。西側より上陸。
南東部海岸林で幕営調査.BCから
南東海岸林間の海蝕崖落石ひど
い、海岸薄く「死の廊下」と命名
・6/19天野・宗像25年ぶりの登頂.
登饗ルートのロー プ張り完了.研究
者は海岸外周調査.梅雨前線南
下.荒天BCタープ支柱折れ.地鳴
り?異音(硫黄島の軍事演習だった).
との間に足を挟まれ打ち上げられる。
就寝時、隊員の一人が落石の破片を
脇腹にもらう。落石後、波しぶきがかか
るくらいの場所に移動。
・6/23簡易験潮儀設置、一等三角点
設置、対空標識設置。簡易験潮儀設
置から一等三角点設置の間に隊員の
一人が熱中症になりかけたので着の身
着のまま海に浸かり「死の廊下」にある
日陰(崖下のくぼみ)で休憩。夕刻南の
変わらず.テントは同じく横1列のみ.BC
と南東海岸林間の「死の廊下」も健在。
・6/15研究者コル登饗 落石多.コル泊
・6/16研究者コルより調査下山 船へ、
海洋調査開始
・6/17山岳隊コルまで荷揚げ、研究者東
南海岸林調査及び船休息、海洋調査実
施、BC守備人員+αの計4名を残し、海況
悪化に備えて総員船待避.
岸から15m程に固定のドラム缶イ 夜間満潮時に波上りテント3張移動 方で雷が光っているのを確認。夜、ス
・6/18守備人員4名で荒天に備えBC解
カダが中継点、本船からゴムボー
トでピストン輸送。ビショヌレになり
・6/20一次隊登撃 開始.コル泊.
雨 霧で全 員常に全身 ビショヌレ.
コー ルにあう。
・6/24三等三角点設置、対空標識設
置、簡易験潮儀との高低差観測(水準
体.4名海洋調査船に避難.総員避難完
了 夜から時化,大型船は南下.
・6/19総員船で荒天凌ぐ.午後船上M
なが ら1.5tの物資を陸揚 げし、13 ・6/21一次隊登撃 .山頂 泊.雨 と 測量)を実施。三等三角点上でGNSST調 査続行決定、後半行程を確定.
上
陸
時 にはBCに入 る。とにかく暑い。
・6/12本隊第一 陣が頂上アタック
霧で視界なし.前者のザックが見え
る程度.足元グチャグチャ.二次隊5
観測を開始。GNSSブイを用いた験潮
開始。
・6/25フィリピン沖で熱帯低気圧が発
・6/20一次隊再上陸&登撃開始.山岳
調査再開一コル泊、海洋調査再開
・6/21登頂 山頂泊、海洋調査
滞
在
等
の
するが、異常な暑さと疲労のた
め、500m地点に達するのに6時間
を費やし、アタックを断念しBCへ
名父島出発
・6/22一次隊下山.二次隊南硫黄
沖に到着するが、波浪で予定地点
達してきたとの情報により、タ方頃より
機材撤収準備を開始、梱包できるもの
は梱包を実施し、1箇所にまとめる。
・6/26日の出とともに各自テント等を撤
・6/22一次隊下山船泊 記録班コル泊、
二次隊上陸BC泊
・6/23二次隊登撃開始 コル到達 コル
己
ユ
氷言口全旱
引き返す。南の海岸には難破した
大型船が打ち上げられている。
で上陸出来ず,海上待機後、南西
側で上陸.岩石帯荷物運搬で消耗.
収梱包、6時頃より器材等を船に積み
込み開始。ゴムボー ト破損のため、泳
いで器材を運搬(時折波に押し戻され
泊
・6/24二次隊登頂 山頂へ 山頂域調査
後コルへ下降 コル泊 コウモリ班は350
・6/13本隊初登頂 。固定ザ イルに ・6/23梅雨明け.一転猛烈な蒸 し る)、11時頃南硫黄島を出発 m迄下り夜間調査実施
すがりながら登るため腕が非常に 暑さ.二次隊山頂を目指し登肇、熱
・6/2714時父島着 ヨットより父島で ・6/25二次隊下山 船へBC守備班及
疲れる。BCを出発して6時間近く 中症複数で引き返しコル泊.一次隊
の後続作業に必要な機材のみを下ろ
し、ヨットは本州に帰航する。。
び山岳隊のみBC泊海況下り坂.波高く2
段階撤収検討開始,
経ってようやく頂上に達する。 一部隊員は父島へ出発. 作業期間中の南硫黄島での気温:27.3・6/26二次隊再上陸AM島東南海岸林
・6/14各隊員に疲労 の色濃く、本 ・6/24二次隊登頂 .山頂 泊.日 中
～37.6。C(日陰に設置した気圧計 の 調査、海洋調査、PM海況悪化で夜間調
日は休養日とする。一部は荷揚げ は日陰なく酷暑、夜は冷え込みが厳
データより) 査中止、島隊員&山岳隊以外は全員船
・6/27島メンバー&山 岳隊 でBC撤収 、のため頂上へ。 しか った. 波浪が強く予定時間に脱出できず数時
・6/15各班それぞれ頂上で一泊な ・6/252次隊 下山、山岳班山頂 から 間波待ち、強いセットが入るギリギリの撤
いし二泊する覚悟である。 コル のロープ回収. 収に.この後、一気に脱出不能な海況
・6/21撤収作業 日である。予定を1 ・6/26山岳班コル 以下のロープ回
へ.
・6/28父島帰 還
日早めている。上陸日と違って波 収.2次隊南東部海岸林調査. ・大型母船方 式.
がかなり高くなっている。朝6時か ・6/27早朝 より撤収 作業.午後南 陸上調査員は母船/海洋調査は海洋調
ら作業開始したが、大波をかぶり 硫黄沖出発 査船,
ながらの作業はなかなかはかどら人により船酔いに苦しむ.
・10年前より落石・崩落が顕著 南谷登肇
ず、昼食も立ったままで済ます。 上陸時のみべた凪.前半は雨風 は最後だろう.
・医療班初設置 .
17時半、物資撤収終 了。 風 、後半 は酷暑. ・海洋班増強が日々の海上運搬、船ベー
・6/229時半頃猛 烈なスコール に 登撃口に設置したはしご回収時落 スを実現させた鍵2班 制にしても船ベー
襲われ船は大揺れに揺れる。 石でベコベコ スなしでは20名規模が限界.
*環境庁自然保護局編『南硫黄島の自然』p.20「表1最近の南硫黄島調査の記録」より改編
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2.調 査計画
2-1.事前準備
2-1-1.はじめに ～考え方の重要性について～
南硫黄島に複数の人間が渡航 ・滞在 し調査研究を実施するためには、多岐にわたる準備が
必要 となる。準備段階の詳細な記録は少ないが、今後の調査実施にとって重要な情報 となる
ため、準備段階の取 り組みを示す こととした。また、必要な準備を リス トアップして遂行 し、
安全かつ確度高く目標 を達成するためには、どのような 「考え方」を持って準備 ・組織づ く
りをはじめるのか、とい う 「考え方」が重要 となる。本調査の実行にあた り、東京都 ・首都
大学東京 ・日本放送協会3者 は、調査隊編成、準備にあたり 「考え方」の部分から現場(調
査隊運営者=小 笠原自然文化研究所)に任せた。調査隊運営者では、以下の 「考え方」に基
づいて組織づくりと準備を実施 した。
2-1-2.組織づ くりの考え方
・研究全体のコーディネイターの必要性
準備か ら成果還元までを見据えて、苛酷地における総合調査を実施するためには、研究全
体を総括する研究コーディネーターを設置して、同コーディネーターを中心に調査研究を実
施する必要がある。
具体的には、原生 自然環境保全地域に指定 され、基本的に立入が禁止 されている南硫黄島
で総合的調査を実施するにあた り、①計画段階より学際的な議論 が必要である。また、計画
決定段階では、②合理的かつ最大成果を得るために調査メニュー ・メンバーの取捨選択が必
要である。さらに、現場の諸条件の変化から計画の変更や修正が必要 となった場合には、③
状況に合わせて最大成果を得るために臨機応変な計画再編が必要となる。上記の必要事項を
実施するために研究コーディネーターを設置する。
・特化 した検疫体制の必要性
2017年現在、小笠原諸島では外来種問題が世界自然遺産管理上の最大の課題となってい
る。南硫黄島は、小笠原諸島の世界自然遺産の中心的価値のひとつであり、外来種の移動、
侵入を防止する検疫は、南硫黄島調査を実施する上で最重要な付帯事項と位置づけられる。
調査実施に伴う外来種運搬のリスクを最小化するために、実現可能な最大レベルの検疫を実
施する必要があることから、準備段階から手順をプロトコル化し、また、検疫を組織的に実
施するため、南硫黄島に特化 した検疫担当チームの配置が必須である。
・船舶関係者の重要性
定期航路がない南硫黄島への渡航は、東京から定期船で24時間の小笠原諸島の父島から、
さらに船舶で18時間以上が必要であり、体調管理を含めてそれだけで困難を有している。
海洋の素人である研究者集団を組織して南硫黄島の周辺海域に赴き、一定期間を滞在するに
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は、船舶関係 との意志の疎通及びコミュニケーションが最重要 となるため、事前からの打ち
合わせ等が必須事項となる。とくに、本調査では大型調査船に船上ベースを設けることで陸
上調査を支える方針とした。このため、海洋調査担当した船舶 との情報共有を事前より意識
的に実施する。
・海洋専門部門の必要性
港湾施設等のない島への上陸は、船舶→ボー ト→遊泳への移動 となる上に、真水が一切な
い島への飲料水 ・食糧資材等の物資運搬はすべて人力頼み となる。また、上陸 日には海況の
良い 日を選べるが、脱出日には天候を選べないことから、撤退時の安全な島からの脱出には
リスクが伴 うことが想定緒される。全隊員の事前スキル習得は必須であるが、さらに、滞在
中に日常的な海上物資運搬を行い、遊泳中の研究者の安全確保や危機判断を行 うためには、
小笠原の海や無人島を熟知 したプロダイバー等からなる海洋隊の設置が必須である。
・山岳専門部門の必要性
低標高では猛暑、山頂域では雲霧 となる平均斜度45度 の山岳登墓は、フィックスされた
ロープに固定 した状況で始終落石への注意が必要である。 さらに、幅の うすい海岸域では海
食崖か らの落石由来の岩石の堆積によってキャンプ地設営にも苦労が伴い、安全な休息地 と
したテン ト内では簡易ベッ トの設置が困難な状況である。また、全島ほぼ 日陰がない。この
ように苛酷な山岳環境において、研究者は懸垂下降や登高器を使用する最イ邸艮の山岳スキル
の事前修得が必須となるが、現地では専門者の指示に従い登禁 ・下山するのみで精いっぱい
となる。このため、山域での調査の実施には、ルー ト開拓、研究者の登肇サポー ト、資材荷
揚げを担 う山岳隊の設置が必須である。
・事前訓練及びプロ技術講習者の参画の必要性
以下の理由か ら、現場状況を想定 し依頼する運営者の能力 と、必要なプログラムを作成す
る能力を持つプロ講習者が参画 した事前訓練を実施する必要がある。
山岳及び海洋スキルに不足のある研究者に対 して、①どのような技術が必要か?ま た、
そのためには、②どのような訓練及び知識習得の場をつくるべきか?と い う点を押さえて、
訓練プロ トコルを作成する必要がある。さらに、訓練では実技体験に終わることな く、「現地
で実用的で、かる最イ邸艮必要な応用力」を身につける必要がある。このため、運営側の現場
想定能力 と、講習企画者の想定に対応 した設計能力が重要になる。同時に、訓練を通じた隊
員個々の技術 レベルや性格の把握、相互にコミュニケーションを深めることも重要である。
・医療者の同行及び緊急時対策準備の必要性
渡航、上陸にリスクが伴う過酷環境に一定期間滞在し、調査成果を持ちかえるためには、
つぎの事項が必要である。①事前準備及び予防によるリスクの最小化、②医療従事者の同行
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(船舶待機)及び山岳隊内山岳医療班、③緊急時対応の整理 ・プロコトル化と正規ルートに
よる関係機関への事前周囲及び協力要請。これら必要事項を実現するためには医療班の設営
が必要で、中心者として医師の参加が不可欠である。さらに、南硫黄島の行政地理上の特殊
性から、緊急日寺に必要な関係機関との連携を図る必要があり、このためには、小笠原村及び
小笠原村診療所の理解と協力を得ることが最重要事項となる。
・運営の考え方
南硫黄島の調査実施においては、上記のように調査研究以前に船舶、海洋、山岳、医療、
訓練のプロサポー トが必要である。加えて重要なのは、現場でこれ らのスペシャリス ト(プ
ロサポーター)と 日常的にコミュニケーシ ョンをとりながら調査隊を維持す る運営の仕方で
ある。状況判断が難 しい状況下(苛酷状況の想定下)で は、スペシャ リス トたちとの双方向
の議論可能な人員による運営が不可欠である。運営組織は、小笠原諸島において十分な無人
島経験(調 査に限定されない)を有 し、スペシャリス トに近似する感覚(想 定範囲)や経験
を持つ人員により運営部を構成することが必須となる。
過去の実務能力や経験に照らし、小笠原諸島で火山列島を含む無人島調査隊の組織 ・運営
経験を持ち、地域の船舶関係者やプロダイバーらとフィール ドにおける日常的なコミュニケ
ーションを有する小笠原自然文化研究所が運営各所を担 うこととした。
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2-1-3.ミッション別のミーティングチームの設置
2-1-2.に示 した 「考え方」に基づきミッション別に複数の組織を立ち上げて、同時並行
かつ横断的に複数のミッションの ミーテ ィングを重ねることにより、出発前の調査隊の構
築 ・運営を行った。以下のMTGに より準備 ・計画決定を行った。
・全体コア(運 営)MTG
ミッション:人員 ・組織 ・スケジュール等、隊全体の運営に関わる計画 ・調整
ワーク:全 体計画、調査計画、準備プログラムの策定
メンバー:隊 長、副隊長、各隊 リーダー
主 催:隊 長(鈴 木 創)・副隊長(金 子 隆)
・研究計画に関するMTG
ミッション:研究計画
ワーク:研 究計画の策定、研究優先度、研究スケジュール、研究バディの選定等
メンバー:適 宜研究者が参加
主 催:研 究コーディネーターUll上和人)
・山岳に関するMTG
ミッション:山岳登墓及び滞在及び事前訓練に関わる計画 ・実施
ワーク:登 禁計画、荷揚げ計画の策定(物 資選定含む)、山岳医療班編制等
メンバー:山 岳班
オブザーブ:隊 長及び庶務
主 催:山 岳隊長(天 野和明)
・海洋及び船舶に関するMTG
ミッション:海上運搬 ・浜揚げ ・海洋安全及び訓練に関す る計画 ・実施
ワーク:上 陸計画、海上運搬計画、緊急撤収時計画、海洋調査計画の策定
メンバー:海 洋隊、船舶関係者
オブザーブ:総 隊長及び副隊長
主 催:船 舶関係(高 嶺春夫)、海洋隊長(山 田鉄也)
・撮影 に関するMTG
ミッション:撮影 ・記録及び研究協力に関する計画 ・実施
ワーク:撮 影計画、研究撮影計画の策定
メンバー:NHK、 隊長、副隊長、適宜必要な研究者
主 催:NHK(山崎敦基)、隊長
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・安全管理にかかるMTG
ミッション:安全管理 ・救急医療 ・緊急連絡に関する計画 ・実施
ワーク:安 全管理計画、救急医療計画、緊急連絡計画、隊員問診カルテ作成、
医療品等選定、救急救命訓練等の計画と実施
AEDや医薬品調達については無線 ・装備にかかるMTGと協働
メンバー:医 師(佐 藤力哉)、(医師)笠 井あすか、山岳医療班長(金 子 隆)
オブザーブ:庶 務(堀 越和夫)、隊長
主 催:医 師(佐藤 力哉)、隊長
協 力:小 笠原村診療所、小笠原村
・無線 ・装備にかかるMTG
ミッション:無線及び装備 に関する計画 ・実施
ワーク:無 線計画、装備計画の作成、
医療品については安全管理にかかるMTGと協働
メンバー:庶 務(堀 越和夫)、庶務サブ(堀越宙)
主 催:庶 務(堀越和夫)
・食糧にかかるMTG
ミッション:食糧に関する計画 ・実施
ワーク:食 糧計画の作成、山岳行程については山岳に関す るMTGと リンク
メンバー:庶 務(堀越和夫)、庶務サブ(堀越宙)
主 催:庶 務(堀越和夫)
・検疫にかかるMTG
ミッション:検疫に関する計画 ・実施
ワーク:外 来種対策にかかる導線の想定、導線 ごとの検疫手法の検討、
物品検疫 ・施設検疫 ・船舶内検疫 ・現地検疫等 の事前事後計画作成
メンバー:検 疫長(佐 々木哲朗)、庶務サブ(加賀芳恵)
主 催:検 疫長(佐 々木哲朗)
オブザーブ:隊 長
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2-2.南硫黄島自然環境調査計画
事前 ミーティングを経て、以下の調査計画を策定した。
なお、調査体制、許認可、行動計画、安全管理、検疫、装備計画、食糧計画、救急医療計
画、緊髄 絡計画については、別途に記載 した。
2-2-1.目的
平成23(2011)年に世界自然遺産として登録された南硫黄島において、生態系(動物対象)
の現状を把握 し、その価値を評価すると共に、保全の推進に貢献する基礎資料を収集するた
めに、自然環境調査を実施する。平成19年(2007年)調査では、地形 ・地質、植物、ほ乳
類、鳥類、昆虫類、陸産貝類、爬虫類、海洋生物の基礎調査が行われた。 しかし、甲殻類、
土壌動物、地衣類、癬苔類、菌類に関しては体系的調査が行われていない。このため、これ
らについての調査を実施するとともに、DNA分析により南硫黄島の生物地理学的な位置を
明らかにする。さらに、生態系の理解 と保全のため、各種分類群について生物間相互作用に
関する調査を実施する。その他に、シンクリノイガ等外来種の分布拡大状況や、新たな外来
種の侵入状況を明 らかにする。これらの結果を10年前のデータと比較 し、現在 も世界 自然
遺産的価値が継続 していることを証明するための基礎資料 ともす る。また、手つかずの自然
が残る南硫黄島を本来の小笠原の姿ととらえ、小笠原における無人島の保護 と利用のルール
作 りをするための基礎資料とする。
2-2-2.調査内容
(1)調査の概略
南硫黄島における生物学的な調査は昭和57(1982)年、平成19(2007年)に行われ、昭
和の調査では島の生物の全体像がはじめて明らかにされた。さらに平成の調査では各分類群
においてより詳細な調査が実施され、陸産貝類等における新種記載、南硫黄島固有昆虫類等
の生 息確認、鳥類や爬 虫類などのDNA分 析による遺伝構造の解明など、目覚ましい成果が
得 られている。一方で、同調査では、過去の調査では未確認の外来植物シンクリノイガの定
着が確認された。これは海鳥による島間種子散布による可能性が高 く、人間の上陸がなくと
も外来生物が島に拡散す ることを意味している。同日寺に、昭和57(1982)年から平成19(2007)
年の25年間に、崩落等によると考えられる環境変化が各所で生じていることも明らかにな
った。
このような背景から、南硫黄島の環境を適切に把握するためには、生物的及び、環境的変
化を補足可能なタイムスケールとして、10年程度の間隔で調査を実施す ることが望ましいと
考えられる。よって前回調査から10年目に当たる平成29(2017)年度に、再び自然環境調
査を実施するものである。平成の調査では、地質 ・地形、植物、ほ乳類、烏類、昆虫類、陸
産貝類、爬虫類、海洋生物の基礎調査が行われた。 しか し、甲殻類、土壌生物に関しては体
系的調査が行われていない。このため、まず、甲殻類、土壌動物、地衣類 ・蘇苔類、菌類、
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微小陸産貝類の生息状況を明らかにするとともに、DNA分析により南硫黄島の生物地理学
的な位置を明らかにするためのサンプリングを行 う。さらに、生態系の理解と保全のため、
各種分類群について生物間相互作用に関する調査を実施する。その他、シンクリノイガ等外
来種の分布拡大状況や新たな外来種の侵入状況を明らかにする。
(2)調査項 目
調査項 目は、以下のものを主体に進める。
・基礎調査
これまでに体系的な調査が行われていない甲殻類、土壌動物、菌類、蘇苔 ・地衣類等につ
いて、専門家による現況調査を行い、インベン トリーを作成する。
平成の調査で一定の成果が得られている分類群については、モニタ リングにより変化を把
握する。また、各種生物種の遺伝構造を明らかにするため、DNA分析用のサンプ リングを行
う。同時に、平成28年 度の海岸域に限定 した調査において、冬期に出現す る鳥類種を把握
するため設置 したデータロガの回収を行 う。
・種間相互作用調査
各種分類群について、種間相互作用に関す る調査を行 う。特に、植物と昆虫 ・ほ乳類によ
る送粉系、鳥類による物資循環系と共生系、各種動物 と植物を含む食物網、甲殻類による分
解系に注 目した調査を行 う。
・外来生物分布状況調査
平成の調査で分布が確認されたシンクリノイガの分布状況を明らかにするとともに、その
他の外来種の侵入状況を把握する。
南硫黄島は、海岸の奥行きがなく、ほぼ切 り立った絶壁で囲まれており、「海岸部」と 「内
陸部」に分けられる。平成の調査では、「海岸部」は地形 ・地質調査が主であった。今回は、
それ以外の調査を 「海岸部」でも実施する。「内陸部」は、過去2回行った両調査とも南西部
の谷部か ら山頂までの1ル ー ト上で しか実施 していないことから、既存のルー トから展開す
る新たなルー トを検討 し、安全が確保 された場合に調査を実施する。新ルー トについては、
500m付近か らの展開、750m付近からの展開、山頂付近の未踏査域(北面)等を候補 として、
現地で実施可能場所を選定する。
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(3)個別調査計画
調査隊は次の事項について調査等を実施する
・植物調査
次の方法により南硫黄島の植物相を明らかにし、島の生物地理学的位置づけを行 う。また、
島内の植生分布や外来植物の分布 ・生育状況を可能な範囲で調査する。
・ 維管束植物 ・癬苔地衣類 ・菌類相を明らかにす るため、標本の採取を行 う他、外部形態
による同定が困難な分類群については、DNAサンプルを収集 して遺伝子情報による分
子同定を行 う。
・ 小型UAVによる空撮映像を用いて、植生図 ・植物分布図を作成する。
・ 踏査ルー ト上において、侵略的外来植物種の分布 ・生育状況を記録する。
・ 植物の由来や分化を推定するため、植物のDNAサ ンプルを収集 し、分子系統学的 ・集
団遺伝学的解析を行 う。
・ 植物と訪花動物問の送粉共生系を明らかにす るため、デジタルカメラを設置 してインタ
ーバル撮影による訪花者の撮影を行 う。
・ 土壌中の菌類およびバクテ リアの種組成 と種多様性を他の島と比較するため、各植生タ
イプおよび標高ごとに土壌を採取す る。
・動物調査
○ほ乳類調査
次の方法により南硫黄島のほ乳類相を明らかにし、島の動物地理学的位置づけを行 う。さ
らに可能な範囲で、生息個体数、生息環境、行動等生態学的知見の収集を行 う。
・ 双眼鏡による観察、スナップ トラップ等による採集、自動撮影機等によってほ乳類の確
認 を行 う。
・ 捕獲個体は外部計測等の後、DNA分析用サンプ リング(部位採集)を 行 う。
・ 生態学的事項について観察、写真撮影等を行 う。
○鳥類調査
次の方法により南硫黄島の鳥類相を明らかにし、島の動物地理学的位置づけを行 う。さら
に可能な範囲で習性の観察を行 う。
・ 定点センサスを行い、各種 鳥類の種数、個体数を記録する。
・ カス ミ網及び手捕 りで鳥類を捕獲 し、外部計測の後、DNA分析用サンプ リング(部位
採集)を 行 う。また、捕獲 した個体の一部は必要に応 じ、仮剥製、液浸標本 とする。
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○昆虫類調査
次の方法により南硫黄島の昆虫相を明らかにし、島の動物地理学的位置づけを行 う。また、
捕獲 した個体の一部は必要に応 じ標本とする。
・ スウィーピング法
網を振って草地や樹間に生息している昆虫を採集する。
・ ビーティング法
たたき網を木の枝の下に置き、枝を叩いて樹間、枝などに生息している昆虫を採集す
る。
・ べ一 ト・トラップ法
地中にコップを埋めて、中に肉類、蜜類を入れて地表 性昆虫を誘引捕獲する。
・ ツルグレン法
落ち葉と土壌の表層をツルグレン装置にかけて、その中に潜んでいる昆虫を、上から
光と熱によって追い出して採集する。
・ ライ ト・トラップ法
光に集まる夜行性種の収集、電池式蛍光灯とブラックライ トにより実施する。
・ マレーズ ・トラップ法
通過する昆虫を集めて採集するトラップ。
・FIT(フライ ト・インターセブ。ト)
透明な板を設置し、そこに衝突する種を採集する
・ 一般採集法
歩きながら昆虫の生息していそ うな環境を探 して採集する。
○爬虫類調査
次の方法により南硫黄島の両生類 ・爬虫類相を明らかにし、島の動物地理学的位置づけを
行 う。また、可能な範囲で生息環境、行動等の知見の収集を行 う。
・ 手またはフォール トラップ等により捕獲 し、外部形態計測の後、DNA分析用サンプ リ
ング(部位採集)を行 う。また、捕獲 した個体の一部は必要に応 じ、仮剥製、液浸標本
とする。
○土壌生物及び土壌調査
次の方法によ り南硫黄島の土壌動物相を明らかにし、島の動物地理学的位置づけを行 う。
また、可能な範囲で生息環境、行動等の知見の収集 を行 う。
・ 手による捕獲、または小型スコップ等を用いて土壌 ごと採集する。
・ 捕獲個体は外部形態計測の後、液浸標本 とする。
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○甲殻類調査
次の方法により南硫黄島の甲殻類相を明らかにし、島の動物地理学的位置づけを行 う。ま
た、可能な範囲で生息環境、行動等の知見の収集 を行 う。
・ 手またはフォール トラップ等により捕獲 し、外部形態計測の後、DNA分析用サンプ リ
ング(部位採集)を行 う。また、捕獲 した個体の一部は必要に応 じ、仮剥製、液浸標本
とする。
○陸産貝類調査
次の方法により南硫黄島の陸産貝類相を明らかにし、島の動物地理学的位置づけを行 う。
・ 手による捕獲を行 う。
・ 捕獲個体は外部形態計測の後、乾燥または液浸標本 とする。
○海洋生物調査
次の方法により南硫黄島の潮上帯～潮下帯における生物相(サンゴ・その他の無脊椎動物 ・
魚類等)を 明 らかにし、動物地理学的な位置づけを行 う。
・ ベル ト・トランセク ト法
潮上帯～潮下帯にかけて調査線を設置し、線上の生物の目視観察及び採集を行 う。潮
下帯ではスクーバ潜水による。採集 した生物は液浸標本等 として持ち帰る。
・ 一般的な観察及び採集
潮上帯～潮下帯の任意の位置において目視観察及び採集を行 う。潮下帯ではスクーバ
潜水及びスキンダイビングによる。採集した生物は液浸標本等として持ち帰る。
一17一
3.調査体制
3-1.調査隊の構成
本調査については、動物分野及びルー ト工作について東京都 より受託 した特定非営利活動
法人小笠原自然文化研究所が、植物分野については首都大学東京が、記録及びUA>rを使用
した調査については日本放送協会が、それぞれ担当し実施 した(図2)。調査隊メンバーの選
定に当たっては、これまでに小笠原で研究実績があり、相応の体力や水泳 ・登山技術を有す
る各分野の専門家に加 え、海からの上陸や海洋調査のサポー ト、登頂ルー トの確保 ・物資の
運搬、映像記録、緊急医療を担当する者を含めた。調査主体三者の各調査隊を1隊 として組
織 した。調査隊の運営については、主体三者及び参画研究者の合意により、小笠原 自然文化
研究所が担当した。調査隊には執行部(表1)を 設置し、調査に関わる計画 ・総括 ・連絡 ・
調整を行った。なお、調査実施の大方針や役割分胆については主体三者の責任者(表2)に
おいて協議 した。本調査隊メンバーを表3に 示 した。なお、本調査は持ち帰った調査試料の
同定 ・分析において、多方面の共同研究者 との協働 を行った(表4)。
東京都
(動物調査》
三者協定
<一■■■■■[亟亘困
＼1
首都大学東京
(植物調査)
日本放送協会/1
(記録映像》
特定非営利活動法人
小笠原自然文化研究所
(東京都業務受託及び全体調整)
図2.調 査 概 念 図
Figure2.Researchooncept
3-2.調査隊の特徴
本調査の準備や実施についての考え方は 「2-1.事前準備」に、また、準備 ・実施内容の
具体詳細については 「2-2.南硫黄島自然環境調査計画」に示 した。ここでは、本調査隊に
特化 した特徴を述べる。
① 大型調査船からの通い上陸方式
②2班 方式
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③ プロクライマーによるルート開拓と荷揚げ
④ プロダイバーによる海上運搬と補助
⑤ 調査隊医師の同行
⑥ 多重の検疫実施(初の世界自然遺産センターの使用)
⑦ 三者合同実施
・大型調査船か らの通い上陸方式
2次隊(2007年)において、海岸べ一スキャンプの維持は隊員自身により行われた。今回
(3次隊)は研究者は調査研究に、山岳隊はルー トづくりと荷揚げに、最大限に専念できる
よう、それ以外の体力消耗を極小化する目的から、大型調査船の洋上べ一ス化と共に、海岸
べ一スキャンプ維持のための専属隊員2名 程度(最 大3名/庶 務2、隊長1)を海岸に配置
した。上陸者の海岸ベースキャンプ宿泊は必要最イ邸艮度 として、基 本的に全隊員が下山後は
洋上べ一ス(大型船)に 移動 し、食事 ・休息をとった。さらに、採取された土壌からのサン
プル抽出(ツル グレン処理)等 の作業も実施 した。大型調査船の導入は東京都 ・日本放送協
会 ・首都大学東京の3者 共同体制により実現した。
・2班方式
2次隊(2007年)の方法を継続 ・改善 した。多く分類群の研究者を入島させるために、前
半 日程と後半 日程で2つ の調査班に分けて、上陸 ・登墓 ・調査を実施 した。メリットとして
は、多くの研究者の入島を可能にすること、体力 ・集中力の現実的な持続に見合 う短期に限
定入山することによる安全性の確保がある。 リスクとしては、過去の気象統計等から考察す
ると、全行程(後 半日程)が 実施 される可能性は、50%程度に下がることである。メリット
とリスクを全隊員で共通認識 した上で、本調査(2017年)の前半班は、前回調査(2007年)
で未実施の分類群(地衣類 ・蘇苔類、菌類、微小貝、甲殻類)の研究者を中心に構成 し、後
半班は、継続調査となる分類群(鳥 類、哺乳類、昆虫、爬虫類)及 び、未実施の土壌動物を
実施する構成で計画案を作成 した。但 し、出発直前の天候悪化により、前半班 ・後半班の部
分組みかえが実施され、地位類 ・癬苔類は後半へ、鳥類は前半へ、昆虫は前後半へ再配置 し
た。
・プロクライマー及びプロダイバーによるサポー ト
調査隊(研 究者)が 安全に、上陸 ・滞在 し、登禁の後、山域で調査を行い、さらに下山の
後に無事脱出するためには、プロクライマー及びプロダイバーによるサポー トが必要 とい う
考え方に基づく隊編成であり、2次隊(2007年)の方法論を継続 した。特に、調査隊(研 究
者)の確定以降、クライマー(山 岳隊)及びダイバー(海洋隊)の人員により充実を図る必
要性があると小笠原自然文化研究所において判断し、当初設計から拡大した。
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・調査隊医師の同行
2次隊(2007年)調査時には、べ一スキャンプや海岸域においても落石が度々発生して
いる。2016年の事前調査においてもベースキャンプや海岸域の危険性に変化は認められ
なかった。このことから、硫黄島の自衛隊による緊急搬送を待たずに、初期の救護判断
および治療を可能とするため、現場における医療従事者の配置が重要と考えた。そこで、
調査隊医師の同行を追加手配 した。調査隊医師の医療行為および医療品の取 り扱いに関
しては、東京都小笠原支庁より小笠原村に協力を依頼し、調査隊医師と小笠原村診療所
の医療関係者により、想定される事故および対処に合わせて調整を図ることで実現した。
なお、調査隊医師の決定について出発から3週間を切っていたため、上陸隊員 としては
諸法的手続が間に合わず、また遊泳訓練等も出来なかったため、業務は船上に限られた。
・多重の検疫実施(初 の世界自然遺産センターの使用)
原生 自然環境保全地域に指定 され、世界 自然遺産的価値のコアとなっている南硫黄島で、
調査を実施する際には計画的な外来種対策の実施が不可欠である。今回の調査では①内地か
ら父島、②父島から南硫黄島、③南硫黄島か ら父島の3区 間に分けて、生物の拡散防止を目
的に、調査隊員の運搬する物資 と南硫黄島で得 られたサンプル類に対 して防疫 ・検疫措置を
実施 した。特に、ネズミ類、グリーンアノール、陸生プラナ リア類は南硫黄島へ侵入 した場
合に生態系にとって壊滅的なダメージを与える恐れがあるため特に意識 して検疫作業にあ
たった。また、物資への侵入 リスクが特に高い生物 として、イエシロア リ、ツヤオオズアリ
にも特別の注意を払い検疫作業にあたった。拡散防止対策を実施するにあた り、防疫方法の
カテゴリー化、チェックリス トの作成、クリーンルーム及びダーティルームの稼働、船舶の
防疫、検査官の設置、世界遺産センターの使用を対策のポイン トと位置付 けて作業した。
・インターネッ ト(気象)情 報の活用
前回調査隊(2007年)との大きな社会環境の変化に、インターネットによる圧倒的な情報
量の増加、質の向上等があげられ る。本調査では大型船等により、常日寺インターネ ットを経
由して、 リアルタイムな気象 晴報を入手できる体制が準備 された。これ らの情報は、調査隊
員間の日常的なコミュニケーションで活用され、計画遂行、計画変更等の重要な判断材料 と
なった。
・三者合同実施
本調査は、東京都 ・首都大学東京 ・日本放送協会による3者で共同実施された。合同実施
3者は、安全な帰還 と成果を得 ることのみに要求を絞 り込み、「考え方」の構築から調査隊の
編成、準備、実施、現場判断による計画変更に至る全過程を、調査隊運営部にゆだねた。「ど
のように南硫黄島に挑むべきか一を考える」 とい う始点から隊を構築することが出来たこと
が、今回の成功につながった。
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表2執 行 部 組 織
Table2.Executivesorganization.
氏名 所属 分担 主な役割
鈴木 創 (特非)小笠原自然文化研究所 総隊長 総括と決定
金子タカシ (特非)小笠原自然文化研究所 副隊長 隊長補佐 ・山岳医療班長兼務
堀越和夫 (特非)小笠原自然文化研究所 総務 事務局 ・物資 ・無線
佐々木哲朗 (特非)小笠原自然文化研究所 検疫 生物移入防止対策
川上和人 (国研)森林総合研究所 研究CN 研究計画作成
天野和明 ICI石井 スポー ツ 山岳隊長 ルー ト工作 ・山岳技術サポー ト
山田鉄也 ダイ ビングサービスKAlzrN 海洋隊長 海上運搬 ・海洋サポー ト
高嶺春夫 HARUKA-MARU 船舶班 海洋調査 ・船舶行程
鈴木直子 (特非)小笠原自然文化研究所 父島局 小笠原連絡ベース
浅谷敦子 (特非)小笠原自然文化研究所 事務局 会計
中野秀人 東京都小笠原支庁 顧問 許認可申請 ・安全管理など
表3合 同 調 査 代 表
Table3.Jointinvestigationrepresentative.
氏名 所属 分担
根来喜和子 東京都環境局自然環境部 緑環境課 課長 動物分野調査兼ルー ト工作班
可知直毅 首都大学東京 理工学研究科 教授 植物分野調査
村上洋介 日本放送協会NHK科学環境番組部チーフPD 映像記録 ・UAV調査
表4調 査 隊 メ ン バ ー 一 覧(総 計32名)
Table4.Listofinvestigatinggroupmembers(32peopleintotal).
氏名 調査分担 ・サポー ト分担 所属
川上和人 動物班 嶋類 ・爬虫類)研 究CN (国研)森林総合研究所
千葉 聡 〃(陸 産貝類) 東北大学大学院生命科学研究科
和田慎一郎 〃(陸 産微小貝) 首都大学東京 客員研究員
苅部治紀 〃(昆 虫 主に樹上性)一 神奈川県立生命の星 ・地球博物館
森 英章 〃(昆 虫 主に地上性)一 (一財)自 然環境研究センター
鈴木 創 〃(哺 乳類)・ 海岸ベー ス (特非)小笠原自然文化研究所
加藤英寿 〃(地 衣 ・蘇苔類) 首都大学東京 牧野標本館
朱宮丈晴 〃(気 象植生)・ 山岳サポー ト (公財)日本自然保護協会
高山浩司 〃(分 類) ふ じのくに地球環境史 ミュージアム
佐々木哲朗 〃(甲 殻類 ・土壌生物/潮 間帯海洋) (特非)小笠原自然文化研究所
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堀越和夫 〃(自 動撮影 ・音声)・ 海岸ベー ス 〃
保坂健太郎 〃(菌 類) 国立科学博物館
天野和明 山岳隊長 山岳 ・調査サポー ト ICI石井 スポー ツ
松本省二 山岳 ・調査サポー ト
日本バ ックカン トリースキーガイ ド
協会
淀川裕司 〃 東京農業大学農友会山岳会
金子タカシ 山岳隊医療班長 山岳 ・調査サポー ト 小笠原自然文化研究所/ソルマル
川口大朗 山岳 ・調査サポー ト 東京都自然保護員
村田悠介 〃 (特非)小笠原自然文化研究所
山田鉄也 海洋班長 海洋 ・潮間帯調査サポー ト ダイ ビングサー ビスKAIZIN
関口 匠 海洋 ・潮間帯調査サポー ト 〃
向 哲嗣 〃 東京都自然保護員
飴田洋祐 〃 (特非)小笠原自然文化研究所
堀越 宙 〃 海岸ベース 〃
小山靖弘 記録 ・撮影(山) 日本放送協会NHK
齊藤文彦 記録 ・撮影(山) 〃
大谷耕太朗 記録 ・撮影(山) 〃
山崎敦基 UAV記録 ・撮影(船上) 〃
野口克也 UAV記録 ・撮影(船上) 日本放送協会/航空写真家
小宮光裕 UAV記録 ・撮影(船 上) 日本放送協会/テ ィーエーエム
小泉恵佑 監督員 ・調査サポー ト 東京都小笠原支庁
中野秀人 監督員 ・調査サポー ト 〃
佐藤力哉 医療隊長 船上一 (特非)小笠原自然文化研究所
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・協働研究者
環境DNAの分析
千葉県立中央博物館の宮正樹博士の依頼により、全国一斉魚類相調査の一貫として、海水
中に含まれる魚由来のDNA(環境DNA)の分析を行うための海水サンプリングを南硫黄島
沿岸で実施した。海水サンプルは千葉県立中央博物館生態 ・環境研究部に送付し、現在、分
析が進められている。
土壌生物及び土壌調査
・南硫黄島の土壌動物相:岸 本 年郎(ふ じのくに地球環境史 ミュージアム)
・南硫黄島のクモ類:小 野 展嗣(国 立科学博物館)
・南硫黄島のムカデ ・ヤスデ類:石井 清(濁 協医科大学)
・南硫黄島のミミズ類:伊 藤 雅道(駿 河台大学)
・南硫黄島の等脚類:布 村 昇(冨 山市売薬資料館館長)
・南硫黄島の昆虫類:苅 部 治紀(神 奈川県立生命の星 ・地球博物館)
森 英章(自然環境研究センター)
甲殻類調査
・南硫黄島のフナムシ:堀 口 弘子(浜松医科大学)
針山 孝彦(浜松医科大学)
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4.許 認可
本調査を実施するに当たって、以下の各種許可を受けた(表5)。
表5各 種許可等申請一覧
丁琶ble5.]Listsofsuchasvariouspermissionapplication.
申請名称 根拠法ほか 申請先 許可内容 許可番号
原生自然環境保全地域内行為
同意協議書 自然環境保全法 環境省
工作物の新築、土石の採
取、木竹の損傷、植物の採
取又は損傷、落葉又は落枝
の採取、動物の捕獲又は殺
傷、動物の卵の採取又は損
傷、立入
環 自地 国発
第1706124号
国内希少野生動植物種の個体
の捕獲等について
絶滅のおそれのある野
生動植物の種の保存に
関する法律
環境省 指定動植種の採取協議 環 自地 野許
第1705224号
同上 同上 同上 指定植物種の採取協議 同上
天然記念物の原状変更(学術
調査)の許可申請 文化財保護法 文化庁 原状変更
29受庁財
第4号 の41
鳥獣捕獲許可及び従事者証交
付申請について
鳥獣の保護及び管理並
びに狩猟の適正化に関
する法律
環境省
希少鳥獣種の捕獲
かすみ網の使用
環 自地 野許
第1705123号
鳥獣捕獲許可証及び従事者証
の交付について 同上 東京都(環境局) 鳥獣の捕獲
29小産
第220号
特別採捕許可申請書 東京都漁業調整規則 東京都(産業労働局) 漁業権のある海産物の捕獲 29特許第17号
南硫黄島採捕区域に
おける採捕について 東京都漁業調整規則 小笠原島漁業協同組合 漁協の同意
同上 同上 小笠原母島漁業協同組合 漁協の同意
船舶使用承諾書 同上 調査使用船の船長 船舶の使用承認
漁船の航行区域の臨時変更に
ついて 小型漁船安全規則
(財)日本小型船舶検査機構
(小笠原島漁業協同組合経
由)
臨時航行許可
入林届 小笠原総合事務所国有林課 国有林内への入林
試験及び調査研究を行 うため
に必要なフィー ル ドの提供に
ついて(申請)
小笠原総合事務所国有林課 音声機器等の設置について
緊急事態発生時の協力依頼 小笠原村 緊急時の診療所応援体制 29小笠原総第489号
傷病者等発生時の対応及び安
全管理について 東京都総務局総合防災部 緊急時の救援体制
南硫黄島自然環境調査について 海上保安庁小笠原海上保安署 調査の通知
南硫黄島自然環境調査について 海上自衛隊父島分遣隊 調査の通知
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5.行動計画
本報告書では、最終的に実施 された行動一覧を掲示す る。なお、実際には、出発前夜に気
象予報の悪化か ら1回 目の大幅な行動計画の変更を行い。 さらに、現地での天候悪 化による
総員の海上待避に伴い2回 目の大幅な行動計画の変更を行っている(東京都小笠原支庁,公
立大学法人首都大学東京,日本放送協会2018)。
5-1.気象予報の変更に伴 う第1回 目の計画変更
調査隊は、2017年6.月9日東京発の定期船おがさわら丸で父島入 りした(小笠原在住隊員
を除く)。その後、海洋及び山岳の合同訓練等を経て、6.月12日、13日に調査物資の船舶へ
の積み込みを行った。同13日に山岳サポー ト隊、海洋サポー ト隊、第1次 調査隊の総勢27
名が南硫黄島へ向けて出港 し、続いて6,月21日に、第2次 調査隊の一部3名 が父島を出港
する予定であった。6月ll日時点では計画通 り調査を遂行する目途であった。 しか し、6月
12日の出港前夜のミーティング時点で、6月18日～21日にかけて小笠原群島周辺まで梅雨
前線が南下する長期気象予報が示された。前線は発達する見込みで、小笠原群島では強い時
化となり影響は火山列島まで及ぶことが想定された。この時点で南硫黄島に調査隊が滞在 し
ていた場合、海況悪化により脱出不可能 となることが予想 された。一方で、出港(調査 日程)
を延期 した上で、南下した前線が小笠原諸島に停滞 して しまった場 合、調査隊員の小笠原滞
在可能期間と照 らして、再出発の設定は困難 と考えられた。これ らのことから、この時点で
考えられる変更可能なプランは、以下の2案 であった。
(1)出港を延期 し、天候回復後に出港 し1次 隊調査のみを実施 し、2次 隊調査はとりやめる。
(2)予定通 り13日に出港するが、前線南下前に船上に一時撤収 し、船舶で洋上を南下して波
浪を避けたのち、天候 と海況の回復 を待 ち、再上陸の後、調査再開す る。
合議の後、隊長判断により(2)案への変更を決定した、これに伴 う計画変更を以下の通 り行
い、同日寺に荷揚げ物資等の再計算が庶務及び山岳サポー ト隊により実施 された。この時点に
おける変更の骨子は以下である。
・6 .月13日(予定通 り)に、1次調査隊、山岳サポー ト隊、海洋サポー ト隊が出発する。
・ 前線南下前に島か ら脱出 し、船舶へ避難する。船舶で洋上を南下 して天候回復を待つ。
6.月18日～21日頃に目途 される洋上待避を予め予定に組み入れる。
・ 前線南下前の6.月13日～17日間の1次 隊の調査は500mコルまでの範囲とす る。 この
他の予定は定めず、この間の詳細な行程については、天候を見ながら毎日プランニング
する。
・ 前線通過後(再 上陸後)は 、1次隊の山頂調査を優先する。2次隊は500mコルまでを
調査する(山頂調査)。父島帰港は6.月28日を目途とするが、洋上待機に伴い延期 とな
る可能性が高い。
一25一
・ 南下 した前線が発達又は停滞して、調査続行が不可能となる場 合も十分に想定されるた
め、とくに重要かつ未調査な分類群を優先し、さらに南硫黄島調査の未経験者及び若手
研究者を優先することを柱に、1次隊と2次隊の入れ換えと調査バディの変更を実施す
る。
・2次 隊に集中していた昆虫類調査の1名 を1次 隊に繰 り上げる。洋上避難による長期化
の可能性で参加困難 となった1次 隊:菌類調査者の代わりに、2次隊:鳥類調査者を繰
り上げる。
・2次 隊の父島出港予定は6H24日 とする。但 し、2次隊調査の中止も含 めて、現地の天
候・海況 ・1次隊の調査進行状況、山岳物資の荷揚げ等の進行状況により随時変更する。
5-2.現地状況における第2回 目の計画変更
前項の通 り、調査隊は6.月13日に出港 し、翌6.月14日より山岳ルー ト工作及び調査を開
始 した。
しか し、発達中の梅雨前線が南下し、6.月17日には1次 隊、同18日には海岸ベースキャ
ンプ保守班も全テン トを畳んで洋上の船舶 に避難することとなった。船舶は南硫黄島周辺に
まで及んだ海況悪化を避 けて、更に南下した。前線が停滞、又は更に発達あるいは南下した
場合には、調査を中止 して父島へ帰還することを想定 しなが らの洋上待機 となった(海岸部
に残置 したベース資材は改めて回収)。
洋上避難2日 目、前線が北上し、同日寺に小笠原諸島が梅雨明けしたため、天候の回復 と好
天の継続が想定される状況に転 じた。さらに、前線の北上が予想より早く、これに伴い洋上
待避期間を予定の4.5日間から2.5日間に短縮できることとなった。このため、後半予定の2
次隊調査(500mコルまで)に おいて、第1回 変更時に圧縮 した以上の調査期間の回復が担
保されることとなった。加えて、6月17日までに山岳サポー トによって想定以上の物資の荷
揚げが完了 していたことにより、2次隊の同日山頂アタックを含む修正変更を、6Hl9日待
避中の船上 ミーティングで決定 した。これが本調査における最後の大規模な計画変更となっ
た(表6)。
なお、これ以降に行われたマイナーな計画変更は次の通 りである。
6.月26日に生 じた高気圧の吹き出しに当たる海況の悪化に伴い、同 日予定していた2次 隊
及び1次 隊川上隊員による南東海岸林(通称:ア カパラ)の幕営を含む調査を中止した。同
時に、同 日中に山岳サポー ト及び、小笠原か らの参加隊員な ど、海洋スキルに心配のないメ
ンバーを除く、全隊員の島からの撤退を完了した。撤退 した隊員は、大型調査船で待機 した。
物資の搬出については、海岸ベースキャンプに残ったメンバーにより6月26・27日の両 日
に実施 した。27日の撤収は、強い波浪が寄せる中で、潮汐の推移 と波高の弱ま りを観ながら、
チャンスを捉えて実行 した。
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6.装備計画
6-1.装備品コンセプ ト
荷揚げ物資は海上輸送の リスク軽減、時間短縮のため物資量を出来るだけ絞った。
また、物資の選定は出来る限 り軽量性と低体積を重視 した。
6-2.装備品 リス ト(個人装備、調査道具を除く)
今回の調査のために用意 した装備は表7の 通 りである。特記する点としてはベ ッドと追加
物資があげられる。ベッ ドは海岸べ一スキャンプ地点が大きな丸石で覆われていて平坦なス
ペースがないと想定されたため、テン ト内で使用するため用意 された。なお、調査途中で追
加 した物資は別枠で示 した。
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表7-1.2017南 硫 黄 島 装 備 品 リ ス ト(調査 道 具 、 食 糧 品 を 除 く)
Table7-1.ListofaccessoriesinMinami-lwo-T()Island2017.
区
分 名称 品名など 個数 手配者 利用区分
防疫
カテ ゴ リー
ル
ー
ト
エ
作
用
品
ク ライ ミン ググ ロー ブ
(φ7.1mm)
エ ー デ ル リ ッ ド ・φ7.1㎜
ス ク リー マ ー50m【 ブ ル ー 】
50m 隊 新規購入 新
ク ライ ミン ググ ロー ブ
(φ8。Omm)
マ ム ー ト ・ φ8.Ommフ ェ ニ ッ ク ス ・
30m【ブ ル ー 】
30m 隊 新規購入 新
ブ イ ツ ク ス ロ ー プ
(φ11。Omm)
ペ ツ ル ・φ11.Ommア ク シ ス
ス タ テ ィ ッ ク ロー プ ・50m【青 】
50m 隊 新規購入 新
ブ イ ツ ク ス ロ ー プ
(φ11.Omm)
ペ ツ ル ・φ11.Ommア ク シ ス
ス タ テ ィ ッ ク ロー プ ・30m【赤 】 30m 隊 新規購入 新
o
φ2mmロ ー ブ
サ ンシ ン φ2mm×100mロール
【黄色 】
100m 隊 新規購入 新
o
φ3mmロ ー ブ
ICIφ3mm×300mロ ー ノレ
【オ レ ン ジ 】
300m 隊 新規購入 新
φ3㎜ ロープ ICIφ3mm×300mロ ー ル 【青 】 154m 隊 新規購入 新
o
φ3mmロ ー ブ ICIφ3mm×300mロ ー ル 【赤 】 144m 隊 新規購入 新
o
φ5mmロ ー ブ
ICIφ5mm×150mロ ー ノレ
【オ レ ン ジ 】
150m 隊 新規購入 新
φ7㎜ ロープ ICIφ7mm×100mロ ー ル 【ブ ル ー 】 100m 隊 新規購入 新
テ ー プス リング PMI・ナ イ ロ ン チ ュ ー ブ ラ ー ウエ ー ビ
ン グ25mm×100m【オ レ ン ジ 】
90m 隊 新規購入 新
ソ ウンス リング
ペ ツル ・サ ングル ピュナ ノー
120cm【白】
10 隊 新規購入 新
ソ ウンス リング ロ ックエ ンパ イヤ ー ・ナイ ロンオ ー
プ ンス リン グ120cm【イエ ロー 】
10 隊 新規購入 新
ケブ ラー コー ド
エ ー デ ル ワ イ ス ・φ5.5mmケプ ラ ー ・
7m【ブ ル ー 】
7m 隊 新規購入 新
プル コー ド
エーデ ル ワイ ス ・φ7mmプル ー ジ ック
コー ド 【レツ ド】 4 隊 新規購入 新
カラビナ カ ンプ ・フォ トン 【ブルー 】 12 隊 新規購入 新
カラビナ BKD・ニ ュ ー ト リ ノ 【イ エ ロ ー 】 10 隊 新規購入 新
カラビナ エーデ ル リソ ド ・ピュア ス トレー ト
【ブル ー 】
10 隊 新規購入 新
カラビナ エーデ ル リッ ド ・ピュア ス トレー ト
【シル バ ー】
10 隊 新規購入 新
安全環付カラビナ BKD・ベ イ パ ー ロ ッ ク 10 隊 新規購入 新
安全環付カラビナ
エーデ ル リッ ド ・ピュア ス ク リュー
【グ リー ン】
10 隊 新規購入 新
安全環付カラビナ
ロ ックテ リクス ・クラシ ック
ス ク リュー 【オ レンジ】 10 隊 新規購入 新
安全環付カラビナ
ロ ッ ク テ リ ク ス ・ユ タ ス ク リ ュ ー
【レ ツ ド】
10 隊 新規購入 新
ハ ンマー ロ ックエ ンパ イヤ ー ・ゴル ジュ ライ
ト 【グ リー ン】 1 隊 新規購入 新
ボル ト モチ ヅ キ ・リン グ型 ボル ト 【黒 】 6 隊 新規購入 新
ハ ー ケ ン モチ ヅ キ ・軟 鉄KS
ウ ェーブ ハー ケ ン ・兼 用
1 隊 新規購入 新
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表7-2.続 き
Table7-2.Conti皿ued.
区
分 名称 品名 など 個数 手配者 利用区分
防疫カテゴ
リー
ル
ー
ト
エ
作
用
品
ハ ー ケ ン モ チ ヅ キ ・ク ロモ リハ ー ケ ン
BS・兼 用 ・薄 短
1 隊 新規購入 新
ハ ー ケ ン モ チ ヅ キ ・ク ロモ リハ ー ケ ン
BL・兼 用 ・薄 長
1 隊 新規購入 新
ハ ー ケ ン モ チ ヅ キ ・ク ロモ リハ ー ケ ン
ア ン グル ・短
1 隊 新規購入 新
ハ ー ケ ン モ チ ヅ キ ・ク ロモ リハ ー ケ ン
ア ン グル ・長
1 隊 新規購入 新
ジヤンピング モチヅキ ・ジャンピングホル ダー 1 隊 新規購入 新
ジヤンピング モチヅキ ・ジャンピングエゼ クター 1 隊 新規購入 新
ジヤンピング モチヅキ ・ジャンピングキ リ(予備) 2 隊 新規購入 新
プロテ クシ ョン BKD・ス トッパ ーセ ッ ト 1 隊 新規購入 新
ナ ッツキー メ トリ ウス ・トル クナ ッ トツー ル 1 隊 新規購入 新
アブ ミ パイネ ・プ レー ト付テープアブ ミ
【マゼンタ】
1 隊 新規購入 新
ブ イ ツ クス ロー プ ダイ ヤ ス ーパ ーPPロー プ
GG色青 線 入 り 直 径8mm×200m
400m 隊 新規購入 新
ブ イ ツ クス ロー プ
ハ イ ク レロー プ 黄
直 径8mm×200m
200m 隊 新規購入 新
ブ イ ツ クス ロー プ ダブ ル ブ レイ ドロー プ8mm×100m
ボ ビ ン巻 き 【レ ッ ド】
200m 隊 新規購入 新
ブ イ ツ クス ロー プ ダブ ル ブ レイ ドロー プ8mm×100m
ボ ビ ン巻 き 【ネ イ ビー 】
100m 隊 新規購入 新
ブ イ ツ クス ロー プ ダブ ル ブ レイ ドロー プ8mm×100m
ボ ビ ン巻 き 【ホ ワイ ト】
100m 隊 新規購入 新
は しご 一 1 隊 新規購入 新
なた なた サヤ入 全鋼 5 隊 新規購入 新
ノ コ ギ リ 折 りたたみ のこぎ り 2 隊 新規購入 新
ビニール紐 一 4 隊 新規購入 新
登
山
用
個
人
装
備
ハ ーネ ス ロ ック エ ンパ イ ヤ ・アル ペ ン ライ ト
【M】
5 隊 新規購入 新
ハ ーネ ス ロ ック エ ンパ イ ヤ ・アル ペ ン ライ ト
【L】
2 隊 新規購入 新
8環 エ ー デ ル リ ッ ド ・ブ ー ド 【グ レイ 】 9 隊 新規購入 新
8環 マ ム ー ト ・ウ ォー ル8 2 隊 新規購入 新
8環 クライ ミングテ クノロジー/オッ トS 2 隊 新規購入 新
8環 グリベル/2×8 1 隊 新規購入 新
ア ツセ ンダー ペ ツ ル ・ア ッセ ンシ ョン ・左 手 用 12 隊 新規購入 新
セル フビレイス リング メ トリ ウス ・アル パ イ ンPAS 14 隊 新規購入 新
セル フビレイス リング ロ ッ クエ ンパ イ ヤ ・
ダイ ニ ー マ ス リン グ12㎜×60cm/青
12 隊 新規購入 新
安全環付カ ラビナ
BKD・ロ ッ ク ロ ック ス ク リ ュー ゲ ー ト
(8環用)
12 隊 新規購入 新
安全環付カ ラビナ
BKD・ポジ トロン ス ク リュー ロ ック
(アッセ ン ダー 用)
14 隊 新規購入 新
安全環付カ ラビナ
ペ ツ ル ・ス ピ リッ トス ク リュー ロ ッ
ク(セ ル フ ビ レイ 用)
14 隊 新規購入 新
カラビナ エ ー デ ル リ ッ ド ・ピュ ア ス トレー ト
(青)
14 隊 新規購入 新
荷揚 げ用ザ ック パイネ ・ガ ッシャーブル ム 【黒】 5 隊 新規購入 新
荷揚 げ用ザ ツク パイネ ・ガッシャーブルム 【青】 2 隊 新規購入 新
荷揚 げ用ザ ック パイネ ・ガッシャーブルム 【赤】 2 隊 新規購入 新
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表7-3.続 き
Table7-3.Conti皿ued.
区
分 名称 品名など 個数 手配者 利用区分
防疫 カ テ ゴ
リー
個
人
装
備
(
1
人
当
た
り
量
)
ヘ ル メ ッ ト 一 1 所属 新規購入 新
登山靴 一 1 所属 新規購入 新
ス パ ッツ(ロ ン グ も し
くは ミ ドル)
一 1 所属 新規購入 新
半袖Tシ ャ ツ
(クー ルテ ック系)
一 3 所属 新規購入 新
長袖Tシ ャ ツ
(サマ ー系)
一 2 所属 新規購入 新
ロン グパ ン ツ 一 2 所属 新規購入 新
下 着(パン ツ) 一 3 所属 新規購入 新
靴下 一 4 所属 新規購入 新
レイ ン ウェア 上下
(ゴアテ ックス)
一 1 所属 新規購入 新
革手袋 一 1 隊 新規購入 新
ザ ック 一 1 所属 新規購入 新
ザ ックカバ ー 一 1 所属 新規購入 新
ポ ケ ッタ ブル
デ イパ ック20L
一 1 所属 新規購入 新
シュ ラフ カバ ー
(ゴアテ ックス)
一 1 所属 新規購入 新
マ ッ ト 一 1 所属 新規購入 新
ヘ ッ ドランプ 一 1 所属 新規購入 新
携帯トイレ
ハ イ マ ウン ト ・サニ タ ク リー ン
簡 易 トイ レ
1 隊 新規購入 新
トイ レ ッ トペ ーパ ー
(小分 け)
一 1 隊 新規購入 新
ハ イ ドレー シ ョン
システ ム(2L)
一 1 所属 新規購入 新
食器セット
エ バ ニ ュ ー ・EBY160PPボー ル セ ッ ト
4
16 隊 新規購入 新
カ トラ リー DUG/ライ トカ トラ リーセ ッ ト 5 隊 新規購入 新
防 水バ ッグ75L SEALLINEパウンダ リーパ ック 29 隊 新規購入、再利用 新 、 エ ・凍
3点セ ッ ト(マ ス ク ・
ス ノー ケル ・フ ィン)
一 各1 所属 再利用 海
ウェ ッ トスー ツ 一 1 所属 再利用 海
ウェイ トベ ル ト 一 1 所属 再利用 海
上陸用渓流タビ(ダイ
ビングブーツ不可) カモシカ渓流保温タビ 1 所属 新規購入、再利用 海
メ ツシュバ ツグ 一 1 隊 再利用 海
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表7-4.続 き
Table7-4.Conti皿ued.
区
分 名称 品名など 個数 手配者 利用区分
防疫 カテ ゴ
リー
山
岳
宿
泊
用
品
テ ン ト ア ライテ ン ト カヤ ライ ズ3(フレー ム付 き) 2 隊 新規購入 新
テ ン トフライ
ア ライ テ ン ト カヤ ライ ズ3
フ ライ シー ト(オ レン ジ)
2 隊 新規購入 新
ツエル ト ア ライ テ ン ト・スーパ ー ライ トツエル ト 11 隊 新規購入 新
ツエル トポール ア ライ テ ン ト・ツエル ト用ポール セ ッ ト 4 隊 新規購入 新
ジ ェ ッ トボイル ジ ェ ッ トボイ ル ・ミニモ(1L) 4 隊 新規購入 新
ガ ス カー トリソジ ジ ェ ッ トボ イ ル ・2309 4 隊 新規購入 新
ライ ター 一 2 隊 新規購入 新
海
岸
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
用
品
防 水バ ック115L SEALLINEパウンダ リーパ ソク 2 隊 新規購入 新
防 水バ ッグ75L SEALLINEパウンダ リーパ ック 8 隊 新規購入、再利用 新 、 エ ・凍
テ ン ト ア ライテ ン ト カヤ ライ ズ3
(フレー ム付 き)
8 隊 新規購入 新
テ ン トフライ ア ライテ ン ト カヤ ライ ズ3フ ライ シー ト(オ レン ジ)
8 隊 新規購入 新
ター プ HDター プ シール ド ・ヘ キサ 2 隊 新規購入 新
ター プポ ール 一 4 隊 新規購入 新
細 引 き ロープ 一 1 隊 新規購入 新
ベ ッ ド フオ ール デ イン グ ブ イール ドコ ツ
ト
16 隊 新規購入 新
BC用ガ ツシ ヤー パ イ ネ ・ガ ッシ ャー ブル ム 1 隊 新規購入 新
クー ラー ボ ック ス 一 4 隊 新規購入 新
タオル 一 10 隊 新規購入 新
ラ ンタ ン 一 1 隊 新規購入 新
予備単1 一 4 隊 新規購入 新
予備単3 一 40 隊 新規購入 新
予備単4 一 20 隊 新規購入 新
マ ジ ツク 一 4 隊 新規購入 新
ビニー ル テー プ 一 2 隊 新規購入 新
ガム テー プ 一 2 隊 新規購入 新
養生テープ 一 1 隊 新規購入 新
銀 テ ープ 一 1 隊 新規購入 新
ヘ ッ ドライ ト 一 3 隊 新規購入 新
ライ ター 一 2 隊 新規購入 新
カ ッター 一 3 隊 新規購入 新
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表7-5.続 き
Table7-5.Conti皿ued.
区
分 名称 品名など 個数 手配者 利用区分
防疫 カテ ゴ
リー
海
岸
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
用
品
ボール ペ ン 一 3 隊 新規購入 新
鉛筆 一 10 隊 新規購入 新
ハサ ミ 一 1 隊 新規購入 新
ppテー プ セ ッ ト 一 1 隊 新規購入 新
軍手 一 12 隊 新規購入 新
ノ ー ト 一 2 隊 新規購入 新
バ ックル つ き紐
(梱包 用)
一 4 隊 新規購入 新
輪ゴム 一 10 隊 新規購入 新
爪切り 一 1 隊 新規購入 新
抗菌パック 一 15 隊 新規購入 新
バ ンテ リン 一 2 隊 新規購入 新
エマ ー ジェ ンシー シー
ト
一 8 隊 新規購入 新
小分 け トイ レ ッ トペ ー
ノミー
一 40 隊 新規購入 新
トイ レッ トペ ーパー
(ロー ル)
一 16 隊 新規購入 新
携帯 トイレ
ハイ マ ウ ン ト・サ ニ タク リー ン
簡易 トイ レ 40 隊 新規購入 新
90L袋 一 20 隊 新規購入 新
ポ ンプ シャ ワー 一 1 隊 新規購入 新
ポ リタ ンク 一 2 隊 新規購入 新
食器 セ ッ ト(は し、
お椀 、 スプー ン)
一 17 隊 新規購入 新
ジ ェ ッ トボイル ジ ェ ッ トボ イ ル ・ス モ ー チ タ ニ ウ ム
(1.8L)
4 隊 新規購入 新
ガス カー トリッジ EPIレギュ ラーガ スカ ー トリッジ470g 10 隊 新規購入 新
器
材
無線機 ア イ コ ムIC-DPR6 14 隊 再利用 工
衛 星携 帯
(インマル サ ソ ト)
イ ン マ ル サ ッ トIsatPhone 1 隊 再利用 工
衛星携帯
(イリジウム) イ リ ジ ウ ム9575Extreme 3 隊 再利用 工
GoPro 一 3 隊 新規購入 新
無線機 バ ッテ リー 一 14 隊 新規購入、再利用 新 、 エ
無線機 バ ッテ リー
ケー ス
一 12 隊 再利用 工
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Table7-6.Conti皿ued.
区
分 名称 品名など 個数 手配者 利用区分
防疫 カテ ゴ
リー
医
療
品
(
山
岳
隊
員
海
岸
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
、
船
上
)
三角巾 一 9 隊 新規購入 新
伸縮包帯 伸縮 包帯L(9×900cm) 7 隊 新規購入 新
弾力包帯 エ ラ ス コ ッ ト(5cm×4.5m) 12 隊 新規購入 新
テ ー ピ ング テー ピン グテー プ(38㎜×12m) 7 隊 新規購入 新
医療用不織布 モ イ ス キ ンパ ッ ド(7.5×10cm) 10 隊 新規購入 新
滅菌ガーゼ 滅菌 ガー ゼ(5×5cm) 72 隊 新規購入 新
アル コール タオル 除菌 で き るアル コール タオル(10 9 隊 新規購入 新
バ ン ドエイ ド 防水 ワン タ ッチパ ッ ド(4.5×9cm)
防水 絆創 膏(22mm×72mm)
L36
M40 隊 新規購入 新
ア ンダー ラ ップ ア ンダー ラ ップテ ー プ(70mm×25m)25m 隊 新規購入 新
皮膚接合用テープ ステ リス トリップ(6mm×38mm) 10 隊 新規購入 新
防水フィルム 防水 フィル ム ロー ル タイ プ(5×200cm) 2m 隊 新規購入 新
ゴム手袋 ニ トリ ス ト ・フ ィ ッ ト M100
L100 隊 新規購入 新
ジ ッ プ1コッ ク ユ ニ パ ッ クH-4 20 隊 新規購入 新
小型ハサミ コンパ ク ト全 身 ステ ン レス製 7 隊 新規購入 新
毛抜き ステ ン レス 毛抜 きセ ッ ト(先 幅5.5&2mm) 7 隊 新規購入 新
デ ュ オア クテ イブ ハイ ドロ コロイ ド絆創 膏(76×76mm) 21 隊 新規購入 新
レサ コ キ ューマ ス ク 10 隊 新規購入 新
アイ スバー グ アイ スパ ンチ 9 隊 新規購入 新
ゲンタシン軟膏 一 14 隊 新規購入 新
リンデ ロンVG軟 膏 一 14 隊 新規購入 新
OS-1経口補 水液
パ ウダー
　 50 隊 新規購入 新
アル ミス プ リン ト 一 7 隊 新規購入 新
ネ ックカ ラー 一 1 隊 新規購入 新
AED 　 2 隊 再利用 工
血圧計 　 1 隊 新規購入 新
パ ル スオ キシ メー ター 一 1 隊 新規購入 新
体温計 一 1 隊 新規購入 新
アイ ス ノン 一 2 隊 新規購入 新
OS-1経口補 水液500m1 一 24 隊 新規購入 新
ラク テ ック500ml 一 5 隊 新規購入 新
生 食 プ ラボ トル
500ml
一 2 隊 新規購入 新
生 食100ボトル 一 2 隊 新規購入 新
ア ドレナ リン 一 2 隊 新規購入 新
ロ ラタジ ンOD(10) 一 20 隊 新規購入 新
50%ブドウ糖液 一 2 隊 新規購入 新
1%キ シ ロカイ ンポ リ
ア ンプ
一 5 隊 新規購入 新
一35一
表7-7.続 き
Table7-7.Conti皿ued.
区
分 名称 品名など 個数 手配者 利用区分
防 疫カテ ゴ
リー
医
療
品
(
山
岳
隊
員
海
岸
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
、
船
上
)
ニ トロペ ン 　 2 隊 新規購入 新
アダ ラー トCR(20) 一 2 隊 新規購入 新
ケフ ラール 一 40 隊 新規購入 新
トラベル ミン 一 10 隊 新規購入 新
ブス コパ ン 一 6 隊 新規購入 新
カ ロナ ール 一 20 隊 新規購入 新
ク ラビ ッ ト(500) 一 3 隊 新規購入 新
キシ ロカイ ンゼ リー 　 2 隊 新規購入 新
ク ラビ ッ ト点眼薬 　 2 隊 新規購入 新
サル タノール ス プ レー 　 1 隊 新規購入 新
イ ソジン 一 1 隊 新規購入 新
滅菌綿球カップ 一 2 隊 新規購入 新
輸 液セ ッ ト(20滴) 一 3 隊 新規購入 新
シ リンジ(10cc) 一 3 隊 新規購入 新
注射針(18G/23G) 一 各5 隊 新規購入 新
サ ー フ ロー
(22G/24G)
　 各4 隊 新規購入 新
アル コール綿 一 10枚 隊 新規購入 新
駆血帯 一 1 隊 新規購入 新
縫 合セ ッ ト ・ク リニカ
ル シー ツ
　 2 隊 新規購入 新
糸付縫合 針
(3-0/5-0ナイ ロ
ン)
　 各3 隊 新規購入 新
滅 菌手袋(サ イ ズ
7.5)
一 3 隊 新規購入 新
小 セ ッシ(有 鈎 ・無
鈎)
一 2 隊 新規購入 新
ガーゼ ・滅菌 綿球 ・
綿 棒 ・舌圧子
一 5 隊 新規購入 新
ディスポ手袋 一 1 隊 新規購入 新
ディスポ担架 一 1 隊 新規購入 新
今 日の治療薬(2016
版)、 薬 袋
　 5 隊 新規購入 新
診療録、搬送指示書 一 5 隊 新規購入 新
、
バイ ンダー 一 1 隊 新規購入 新
マジ ツク 一 2 隊 新規購入 新
ハ サ ミ 一 2 隊 新規購入 新
ペ ンライ ト 　 1 隊 新規購入 新
S字 フ ック 　 2 隊 新規購入 新
針入れ 一 1 隊 新規購入 新
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表7-8.続 き
Table7-8.Conti皿ued.
区
分 名称 品名など 個数 手配者 利用区分
防 疫 カテ ゴ
リー
医
療
品
(
山
岳
隊
員
海
岸
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
、
船
上
)
ゴミ袋 一 5 隊 新規購入 新
エ ラス コ ッ ト3号
(弾包)
一 3 隊 新規購入 新
シ ェル タイ2号 一 2 隊 新規購入 新
プ ラスモ イ ス トP3
3枚/袋
一 1 隊 新規購入 新
ハイ ドロサイ ト 一 1 隊 新規購入 新
トラン スポ ア 一 1 隊 新規購入 新
デ ュオ ア クテ ィブET 一 1 隊 新規購入 新
パー ミロール 大 一 1 隊 新規購入 新
ステ リス トリップ
(大・中)
一 各2 隊 新規購入 新
、シー 不 一 1 隊 新規購入 新
ステ イ プ ラー 一 2 隊 新規購入 新
ネ ック カ ラー 一 1 隊 新規購入 新
ア ン ビューバ ツグ 一 1 隊 新規購入 新
挿管セット 一 1 隊 新規購入 新
喉頭鏡 一 1 隊 新規購入 新
挿 管 チ ュー ブ7.5 一 1 隊 新規購入 新
ス タイ レッ ト 一 1 隊 新規購入 新
バイ トブ ロ ック 一 1 隊 新規購入 新
酸素ボンベ 一 1 隊 新規購入 新
流量計 一 1 隊 新規購入 新
酸素マスク 一 1 隊 新規購入 新
大
型
船
ボ ック スケー ス 一 1 隊 新規購入 新
90L袋 一 30 隊 新規購入 新
ガ スカー トリッジ
EPIレギ ュラー ガス カー トリッジ
470g 8 隊 新規購入 新
ワセ リン 一 2 隊 新規購入 新
手袋 一 10 隊 新規購入 新
ガ ムテー プ 一 1 隊 新規購入 新
海
洋
調
査
船
ボ ック スケー ス 一 1 隊 新規購入 新
90L袋 一 10 隊 新規購入 新
手袋 一 4 隊 新規購入 新
ガ ムテー プ 一 1 隊 新規購入 新
大
型
調
査
船
ボ ック スケー ス 一 1 隊 新規購入 新
90L袋 一 10 隊 新規購入 新
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表7-9.続 き
Table7-9.Conti皿ued.
区
分 名称 品名など 個数 手配者 利用区分
防疫 カテ ゴ
リー
ク
リー
ン
ル
ー
ム
用
品
養生テープ 一 5 隊 新規購入 新
マス キ ングテ ープ 一 2 隊 新規購入 新
マス キ ング シー ト 一 2 隊 新規購入 新
ガム テー プ 一 4 隊 新規購入 新
ビニ ールテ ー プ 一 5 隊 新規購入 新
雑巾 一 4 隊 新規購入 新
アル コール 一 2 隊 新規購入 新
ハ サ ミ 一 3 隊 新規購入 新
カ ッター 一 2 隊 新規購入 新
マジ ツク 一 4 隊 新規購入 新
ク リア ファイル 一 6 隊 新規購入 新
バルサン 一 10 隊 新規購入 新
45L袋 一 50 隊 新規購入 新
90L袋 一 50 隊 新規購入 新
ジ ップ ロ ック 一 50 隊 新規購入 新
追
加
物
資
ビニ ールテ ー プ 一 10 隊 新規購入 新
90L袋 一 20 隊 新規購入 新
一38一
6-3.隊員の個人装備、調査道具
調査隊全体の物資総量を少 しでも減らすため、調査道具を含む個人装備は事前にサイズ ・
重量をリス トアップ した。また、一人当た りの総重量を制限 し、個人装備はできる限り防水
バ ック(75L)一つに収まるようにした。調査員の個人装備、調査道具の例を表8に示 した。
表8.個 人 装 備 、 調 査 道 具 例
Table8.Personalequipmenちinvestigationtoolexample.
装備区分 品名 数量 手配者 防疫カテゴリー 装備区分 品名 数量 手配者
防疫
カテゴリー
ダイビング
機材
防水バッグ75L 1 隊 凍
調査道具
野帳 1 所属 新
軍手 1 隊 新 えんぴっ 2 所属 新
3点セ ッ ト(マ ス ク ・ス ノー ケル ・フ ィン) 各1 所属 海 デジタルカメラ(レンズ込み) 2 所属 新
ウェ ッ トスーツ 1 所属 海 カメラ用充電池 5 所属 新
ウェイ トベ ル ト 1 所属 海 カ メラケー ス 1 所属 新
上陸用渓流タビ(ダイビングブーツ不可) 1 所属 海 GPS端末 1 所属 工
メ ッシュバ ッグ 1 所属 海 単眼鏡 1 所属 工
ヘ ルメ ッ ト ヘル メ ッ ト 1 所属 凍 スピーカー(円 型) 1 所属 工
靴
登山靴 1 所属 新 音声コー ド 1 所属 工
スパ ッツ(ロ ングも しくは ミ ドル) 1 所属 新 録 音機 一Roland-RO2 1 所属 工
衣類
半袖Tシャツ(クールテック系) 3 所属 新 暗視 スコープ 1 所属 工
長袖Tシャツ(サマー系) 2 所属 新 赤外線 ライ ト 1 所属 工
ロングパンツ 2 所属 新 予備電池(単2×4,単3×6,単4×8)1 所属 新
ド着(パンツ) 3 所属 新 疑似餌01一紙パ イン 5 所属 新
靴下 4 所属 新 疑似餌02一タコノミレプ リカ 3 所属 新
レインウェア上下(ゴアテックス) 1 所属 新 捕獲容器 2 所属 新
革手袋 1 隊 新 捕獲網 1 所属 新
ザック類
ザック45L程度(防水バックに収容可能) 1 所属 新 フラギングテープ 黄ー色 2 所属 新
ザックカバー 1 所属 新 ね じりっ こ 1 所属 新
ポケッタブルデイパック20L 1 所属 新 GPS首輪 5 所属 新
寝具
シ ュラフ カバー(ゴ アテ ック ス) 1 所属 新 誘引 フレーバー 3 所属 新
マット(半身/全身) 1 所属 新 スク リュー瓶(ア ル コール入) 20 所属 新
小物
ヘッドランプ 1 所属 新 バイオプシー採取キ ット 20 所属 新
携帯 トイレ 1 隊 新 マイクロチ ソプイ ンジェクター 3 所属 新
ウェ ッ トテ ィ ッシュ 1 隊 新 アル コール消毒綿及び綿 10 所属 新
ハイ ドレー シ ョンシステ ム(2L) 1 所属 新 メンデ ィングテープ 1 所属 新
ウェ ッ トテ ィ ッシュ 1 所属 新 アロンアルフアー 2 所属 新
マキロン(小) 1 所属 新
ジップロック(小) 10 所属 新
折れ尺 1 所属 凍
巻き尺 1 所属 凍
ノギス 1 所属 凍
重量計一バネばかり 1 所属 凍
タオル(保 定用) 2 所属 新
ツールナイフ 1 所属 凍
革グローブ 1 所属 新
ZIPバ ッグ 40 所属 新
マ ジック 1 所属 新
RECONYXC500 7 所属 新
ゴム ロープ 7 所属 新
SM4 7 所属 新
マイ カー ロー プ(4m) 7 所属 新
手ぬぐい 1 所属 新
サングラス 1 所属 工
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6-4.梱包方法 と梱包スケジュール
物資は全てクリーンルーム内で梱包 した。食料は厚手のビニール袋に入れ、更に発泡スチ
ロール(70L)に入れ、ガムテープで密封 した。食料以外の装備品は基本的に防水バ ック(75L)
に入れ、サイズが大きいものは防水バック(ll5L)や厚手のビニール袋に密封 した。
梱包スケジュールは以下の通 りになった。
5月15日から小笠原に物資搬送を開始 し、検査処置室に仮置きをしていった。その後、おが
さわ ら丸の入港 日毎に物資を搬入した。
5月30日には水の梱包を行った。7人ほどで行い、半 日程作業した。
6.月5日には到着物資を対象に梱包作業を順次開始した。
食糧品の梱包は3～6人で3日程作業 した。
山岳用品の梱包は4人で1日 程作業 した。
特に発注に関 して遅れたのは食糧品及び防水バックであった。
防水バックは海外からの直輸入も行った。
6月12日には個人装備も含めて全ての梱包作業を終了 した。
船舶 に積み込んだ物資はおお よそ以下の通 りになった。
発泡スチ ロール(70L):30個、防水バ ック:43個、ベ ッ ド:16個、水:194袋、梯子:1台 、
クー ラーボ ックス:4個 、ペ リカ ンボ ックス:7個
6-5.追記
今回、小笠原への物資搬 入が遅れたため、物資の梱包が遅れて しまった。小笠原では、追
加 の物資を注文 してもおがさわら丸での運送の都合上一週間ほどのタイムラグが出来てし
まう。購入 ミスや追加購入のことを考えると一便前には個人装備 も含めて全ての梱包作業を
終わ らせ、確認作業 に入るべきだと思われる。
調査終了後に判った過不足物品が幾つかあった。ルー ト工作用品としてはス リング不足、
海岸べ一スキャンプ用品としてはガスカー トリッジの過多、鍋 ・フライパンなどの簡単な調
理器具不足があげられる。海岸ベースキャンプ用品では今回、ジェットボイルを使用 したた
め普通のコンロよりも熱効率が良くガスカー トリッジの使用量が少なかった。今回の調査で
使用 したガスカー トリッジは230gが4個ほど、470gが6個ほどであった。
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7.食糧計画
7-1.食糧
南硫黄島は漕 蛮施設のない無人島で、周辺の潮流が強く、沖に停泊す る船舶からの食糧 ・
水の安定供給が困難である。加えて島には飲料可能な水系はなく、飲料水の補給ができない。
このため、予備食糧まで含めた全滞在期間分の食糧を、すべて陸揚げすることにした。水は
すべて持ち込んだペッ トボ トルでまかなった。
なお、調査を実施する時期は、年間でもっとも海況が安定する梅雨明け直後であるため、
滞在中は高温多湿での物資保管上もっとも過酷な条件になる。このため、衛生管理の問題も
考慮 して、主にインスタント食品、乾燥食品、ゼ リー飲料等を基本食 として食糧計画を立て
た。昼食、行動食等には調理不要の携帯食(カ ロリーメイ ト等)を 採用 した。なお、これ ら
食糧計画の策定にあたっては、南硫黄メソッド2007及び、北硫黄メソッド2008、2012をべ
一スに採用 した。食糧品の リス トを表9に 示 した(加藤 ら,2007、佐々木,2008、東京都環境
局,2012)。
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表9.2017南 硫 黄 島 食 糧 品 リス ト
Table11.ListoffoodinMinami-lwo-ToIsland2017.
カテゴリー 品名 数量 カテゴリー 品名 数量
α米
白飯1009 60
エキストラ
パックヅユー ス(ひとつ上の豆 乳紅茶) 24
赤飯1009 30 パックヅユー ス(麦芽C) 24
山菜おこわ100g 15 パックゾユース(野菜生活100フルー ティサラダ) 24
田舎ご飯1009 15 ハ.ックゾユー ス(はちみつ黒酢ダイエット) 24
五目ご飯100g 20 パックヅユー ス(豆乳飲料ペリー ミックス) 24
松茸ご飯100g 20 パックヅユース(毎日1杯の青汁無糖タイプ) 24
ドライカレー 1009 15 パックヅユー ス(朝のフルー ツこれ一本) 24
チキンライス100g 20 ハ㌧クジュー ス(野菜一 日一本) 24
エビピラフ1009 20 ハ.ックヅユ スー(野菜 生 活100オリシ"ナル) 58
チャー '、ン100g 15 惣菜パック(手羽先ピリ辛煮) 6
牛飯1009 21 惣菜パック(鳥もも炭火焼き) 6
青菜ご飯100g 15 惣菜パック(鳥もも炭火焼柚子胡椒風味) 6
梅じやこご飯1009 15 惣菜パック(鳥もも炭火焼ピリ辛) 6
わかめご飯100g 15 惣 菜ハoック(タンドリー チキン) 6
お赤飯 1 鳥ささみ 140
海鮮おこわ 5 乾燥野菜(玉ねぎ) 3
ドライカレー 1 乾燥野菜(ネギ) 3
エビピラフ 5 乾燥野菜(人参) 3
鶏そぼろ 4 乾燥野菜(パクチー ) 3
丼類
トマトカレー 23 乾燥野菜(ほうれん草) 3
チキンカレー 23 お茶ハ.ック(煎茶) 100
ビーフシチュー 15 お茶ハ.ック(ほうじ茶) 100
クリー ムシチュー 15 インスタントコー ヒー 100
牛とじ丼 21
レーション
ウィダーインゼ リー 228
中華丼 21 加 リー メイトぜ リー 48
親子丼 20 加 リー メイト 120
麻婆なす丼 8 ドライフル ツー 249
かに玉丼 9 ミックスナッツ 210
麺類
棒ラー メン屋台とんこつ味 15 羊葵 314
どん兵衛 そば 8 あめ 40袋
チキンラー メン 22 一 ロカルパス 10袋
カップ ヌー ドル 15 アミノパイタル 300
パスタ類
カルボナー ラ 15 塩分タブレット 40袋
ペへ.ロンチー ノ 15 海岸べ一スキャ
ンプ間食
塩分タブレット 26袋
きの こハ.スタ 15 あめ 16袋
スープ類
たまごスー プ 10
水類
水2L 582
具だくさん汁 豚汁 15 上 陸 用 ホ.カリスエット500mL 48
具だくさん汁 桜島鶏の水炊き風 15 ホoカリスエット粉 末 600
美味しい豚汁 10 アミノパイタル粉末 300
長ネギ味噌汁 10 大型船 船 中水500mL
120
なす味噌汁 15 船 中水2L 12
たっぷり野菜のみぞれ汁 10 海洋調査船 船 中水500mL 120
とうふ味噌汁 10 船 中水2L 12
焼きなす味噌汁 10 大型調査船 船 中水500mL 120
野菜のうまみがとろける豚汁 10 追加物資(船舶) 500ml飲料水 144
鶏だんご 14
追加物資(BC)
インスタント麺 20
なめこ味噌汁 10 ハ㌧クライス 20
きのこ味噌汁 10 アミノパイタル 300
妙め野菜味噌汁 10
かに汁 10
国産野菜のおみそしるほうれんそう 10
オニオンスープ 10
黒豚担々スープ 8
完熟 トマトスープ 10
海鮮チゲスー プ 10
ねばねば具材 4
黒豚汁 6
九州産黒豚使用豚汁 16
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7-2.献 立
献立は山岳時 と海岸べ一スキャンプ時で区別 し、海岸べ一スキャンプの朝食、夕食に関し
ては味の変化を与えるためにエキス トラの物を随時交換、追加 した(表10)。また、熱中症
対策の一つとして、食事時間外にも塩分等のミネラルを摂取できるように、海岸べ一スキャ
ンプに塩飴や塩分タブレッ トの余剰分を設置した。
表10.献 立 表
TablelO.Billoffare.
山岳 海岸ベースキャンプ
品名 個数 重 量(9) kca1 品名 個数 kca1
朝食
α米 1 130 360 イ ンスタ ン ト麺 1 360
FD汁物 1 20 50 FD汁物 1 50
イ ン ス タ ン トコー ヒー 1 11 50 パ ック ジ ュ ー ス 1
ア ミノ粉末(1L) 2 60 216 イ ン ス タ ン トコー ヒー 1 50
ア ミノ粉末(1L) 2 216
合計II2211676 合計II676
昼食
(レー シ ョン)
ウィダーイ ンゼ リー 1 180 200 ウィダーイ ンゼ リー 1 200
カ ロ リー メ イ ト 2本 40 200 カ ロ リー メ イ ト 2本 200
ドライ フル ーツ 1 70 230 ドライフルー ツ 1 230
ミックスナ ッツ 1 20 121 ミックスナ ッツ 1 121
羊i糞 1 40 114 羊i糞 1 114
あめ 3 20 70 あめ 3 70
ミニカルパ ス 2 10 20 ミニ カルパ ス 2 20
柿 の種&ピーナ ッツ 1 10 49 柿の種&ピーナ ッツ 1 49
塩分 タブ レッ ト 2 20 20 塩分 タブ レッ ト 2 20
ア ミノ粉末(1L) 2 60 216 ア ミノ粉末(1L) 2 216
合計II47011240 合 計II1240
夕食
α米 2 260 720 α米 1 360
FD汁物 1 20 50 丼モ ノ 1 100
FDカレー 1 37 209 FD汁物 1 50
タン ドリー チキ ン 1 26 58 イ ン ス タ ン トコー ヒー 1 50
コ コア 1 18 77
合計II36111114 合計II560
品名
エキス ト
ラ
イ ンスタ ン ト麺
α化パ スタ
真空パック惣菜
乾燥野菜
パ ック ジ ュ ー ス
鳥ささみ
お茶パ ック
イ ン ス タ ン トコー ヒー
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7-3.水
過去の調査にならい、以下の方法で水を持ち込んだ。衛生面を考慮 して、水はすべて未開
封の2リ ッ トル入 りのペッ トボ トルで準備 した。海上からの荷揚げを考慮 して、予めペ ット
ボ トルは3本1セ ッ トにビニールヒモでくくり、更に厚手のビニール袋で密封 した(ダ ンボ
ール等の外箱は外来種や異物混入、また水分吸収による運搬中の箱の底抜け等を防止するた
め)。上記の梱包方法は、陸上でのデポ時にも、総量を把握する際に役立った。陸上において
使用するペッ トボ トルは、一人一日あたり4.5リッ トル分として、予備を含めて582本、ll64
リットルを用意 し陸揚げした。
7-4.食料消費率
今回は大幅な滞在計画変更が現地でされたため、食料の消費が当初の想定よりも多くなっ
た。また、長期の滞在になると隊員にとって食事は数少ない娯楽になる。そのため、食事量
の増加が起こり想定より一食あた りの消費量は増えていった。最終的には三 日分以上の予備
食料がある状態で滞在を終えることができたが、これは撤収 日が延びなかったのも影響 して
いる。大幅な計画変更や撤収 日延長などがあった場 合を考えると今回の食料量は少なめだっ
た と思われる。
7-5.追記
今回、調査開始直前に海岸ベースキャンプでの待機人員を設け、献立の調整や物資の整理
などを行った。これにより、各調査員の負担を軽減できたが上陸人数が増えたため、海岸ベ
ースキャンプ待機による落石の リスク増加や食料の消費が増えるなどのデメリッ トが発生
した。朝食、夕食を一食 ずつに小分けするな ど食事準備を簡田割ヒし、海岸べ一スキャンプ待
機 の人員を無くすのも検討するべきだと思われる。
今回、食事時間外にも塩分等のミネラルを摂取できるように、海岸ベースキャンプに塩飴
や塩分タブ レッ トの余剰分を設置 した。設置した塩飴や塩分タブレットの消費は想定より多
くなり、各隊員の熱中症対策への意識強化にも貢献した。
今回、滞在計画変更がされたためもあるが2次 隊の到着時に追加物資を搬送 した。その中
でも特に注 目する点としては、船上待機隊員用の500mLペッ トボ トルの追加がある。船上
物資に関しては、予備の見積もりを少なめにしていたためだ と思われる。滞在計画の変更に
よっては、船上待機の期間が延びることも十分あ り得 るため陸上物資と同様に予備を多めに
設定する必要があると思われる。
今回の レーションの献立は軽量化とカロリー効率を重視 して選別 していた。そのため、重
量の割にカロリー価が高い甘い食料が多くなる傾向となった。そのため、調査後半になると
隊員によっては味に飽 きて しまい レーションの摂取率が下がっていた。長期間の調査では、
甘い食料過多の軽量高カロリーのレーシ ョンだけではなく、多少重量が増えても味のバ リエ
ーションが多いレーションを作るなど、レーションの種類を増やすべきだと思われる。また、
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レーションの試食を行い1食 としての味のバランスを確認するべきだと思われ る。
本調査では水分補給時にカロリー、ミネラル等の補給も兼ねてポカ リスエットとアミノバ
イタルの粉末飲料を用意 していた。しかし、山岳隊員の場 合、滞在 日数が多いため味に飽き
て しまい、粉末飲料を使わない傾向があった。山岳隊員は最も運動量が多いため、カロリー、
ミネラル等の補給は必須だが、水分摂取量が減る方が深刻である。そのため、山岳隊員は粉
末飲料を使わず水のまま飲用 していた。塩分タブレッ トや レーション等の増量など粉末飲料
に頼 らないカロリー、 ミネラル等の補給方法を考える必要があると思われ る。
調査終了後に判った不足物品が幾つかあった。食料品としては、コショウや七味など調味
料があれば、個人の嗜好に合わせた味の変化が出せたと思われる。
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8.安全管理
8-1.調査実施の考え方
調査実施に当たっては、周辺海域における台風 ・熱帯低気圧等の発生時を避け、かつ父島
出港条件を波高3m以 下とした。また、船舶から南硫黄島への上陸条件は、周辺海域の波高
2m以下での実施を目安 として、かつ上陸地点の波の状況(波 浪の強さと方向)、潮汐、隊員
の健康状態、撤収時の海況予測を考慮に入れて、船長、隊長及び海洋サポー ト班によ り総合
的に判断することとした。
なお、船舶が南硫黄島周辺域において、滞在できない海況悪化が予想される場合には、協
議の上で、調査期間の終了をまたず同海域より撤収することとした。
また、安全を管理するための基本的な現地体制として、以下を定めた。
・調査開始後、船舶及び海岸べ一スキャンプに本部を設 ける。
・本部を核 として、隊員問で定期的な無線連絡を行 う。
・無線連絡では、隊員の位置、調査の進行状況、隊員の健康状態等を石薔忍す る。
また、以降の行動計画実施の判断や、修正等に反映させ る。
・緊急時は予め定めたプロ トコルに則 り、連絡指揮系統を明確にして対応す る。
さらに、現地における行動規範を定め、ファイ リングの上で船舶及び海岸ベースキャンプ
に設置 した(表ll)。行動規範は、2007年～2016年までに実施 された火山列島調査(北硫黄
島・南硫黄島)で作成 ・アップデー トされてきた規範をベースに(小笠原自然文化研究所(編),
2015、2014、東京都環境,2012、他)、コアメンバー(隊 長 ・副隊長 ・山岳隊長 ・海洋隊長 ・
船舶代表 ・小笠原在住 コアメンバー)による議論を経て作成 した。これにより事故発生日寺に、
現場における手順の思考を省 き、同時に船舶 ・海岸ベースキャンプからの無線指示及びコミ
ュニケーションの円滑化を図った。
これ ら調査実施条件の整理 ・明確化や、現地の行動規範作成の前提として、調査前に必要
な山岳訓練、海洋訓練、健康診断、救急救命訓練等を実施することとした。
特に、参加予定の調査隊員の多くが非常に多忙であること、10年前調査(好天に恵まれた)
の経験者が安易な先入観 を持ちやすいこと等を考慮して、全員参加の合宿形式による、総合
訓練(プ ロによる山岳 ・海洋 ・救急救命の実技訓練)及 び健康診断(医 師の問診による個人
カルテ表の作成)を 実施 した。なお、共通のフィール ド経験機会に乏 しく、お互いの技量や
性格等が把握されていない、2017年初参加隊員については、訓練時における人物把握 も重要
なミッションとして、執行部 ・海洋サポー ト隊 ・山岳医療班において把握に努めた。
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表ll南 硫黄島調査隊2017緊急時の対応基準
Table11.lnvestigatinggroupinMinami-lwo-ToIsland2017.Criteriaforemergencyresponse.
【原則:バディ行動、定 時連絡、遊泳禁止 ヘルメット着用】
●山岳の事故について対応ルール
連絡不通状態=事故状態と判断する
負傷者の安定状態により、山岳医療班が判断する.安 定状態でない(人命にかかわる)場合、災害救助要請をかける.
山岳トラブルで人命に影響ないが自力下山不可な場合、救助要請をかける.
【無線】GPS緯度経度、状況 ↑を船に連絡 ヘッドライト及びフラギングテープを使い位置を知らせる/ヘリ到着時に知らせる
●山岳(人命にかかわる)事故時の他班の行動
すべての調査を即時中止.調査地点を撤収後、海岸ベースに集合、撤退準備開始。山岳隊の救助or下山に備える
※ いずれの場合にも、 適宜連絡をとりあい行動判断する
地震の発生時には、無線により安全確認(山岳サポート班バディ)
地震の大きさにより、調査中止もありうる
発生時には、船の情報により、船と対応を決める ※南硫黄島で地震発生した場合には、上陸者より船にすぐ連絡する
内地発生の大地震→ 津波が予想される 海岸BC付近→船へ/南東AK→登蓼可能な最高位置へ/南西崩積地→登肇可能な最高位置へ
山岳は500mへ集合し、待機する.
島に待機した人員は、沖に避難した船と連絡をとりあい、安全に脱出できるまで待機する.
※山岳医療班は、避難時に【緊急セット】を持ち出せるように、定常時より準備しておく
レー ション(携帯食料)
飲料水
レスキュー セット
3点セット(まとめておく)
刃物類(まとめておく)
1)日常(可能な範囲で)
海岸BCに幕営する班は、天候急変等の即時撤退に備えて、不要荷物は毎日整理 → 撤遭時荷物の最軽量化
山岳・海岸域及び海難事故、また天候急変時の撤収手順
考慮点:「船足、運搬量、困難な状況で誰を優先させ、誰を残すか」
母船方式「荷物の紛失・移動混乱を避けるため、山岳隊・研究者二大型調査船1BOコア隊=大型船を緊急撤退時の基本母船とする.
上記の各事項を考慮した結果、緊急時の撤収手順は総じて下記とする
1島から大型調査船に移動 → 下記上記が揃った時点で他船を待たず出航
・事故者
・山岳隊、研究者、ほか
(海況によっては翌日以降の撤収あり)
1BO隊コァ(佐々 木、堀越宙)
海隊(山田鉄也、関口匠)
AED海 岸BCに1台(IBO管理)
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8-2.救急医療計画
南硫黄島は大変に厳 しい環境にあり、調査以前に島への接近 ・上陸・滞在 自体に大きな危
険 ・困難が伴 う。まず、滞在 ・登墓のためのすべての食糧 ・資材をボー ト及び遊泳で浜揚げ
する必要がある。沢がなく、真水のない島であるため、山頂での使用分も含 めて水の浜揚げ ・
荷揚げがすべての行動を決める必須条件となる。幅の薄い海岸線は、切 り立つ海食崖からの
落石に絶えずさらされている。浜揚げした資材を集積する海岸ベースキャンプは、満潮時に
前方の波浪 と後方の落石の危険に挟まれた形になる。 さらに、強い 日射に加えて海面や岩石
表面か らの輻射熱で、 日中の海岸部は酷暑となる。登禁は、標高500mまでは、山岳隊によ
りフィックスされたロープを頼 り山岳ギアで登禁する形態となる。ルー トのある谷は急傾斜
の崩落地形 となってお り、大小の落石や崩れ落ちる砂がたえず発生 し、中間部までは 日陰が
ない。さらに、南硫黄島は小笠原村の医療施設のある父島から300㎞以上離れている。この
ような環境で数十名が一定期間滞在し、調査を行 うことのリスクを鑑みて、本調査隊におい
て南硫黄島沖に停泊する船舶内に医師を配置 して、救急医療本部 とすることに した。また、
山岳サポー ト隊内に、山岳医療班を置き、野外救急救命訓練の技術を習得 している隊員3名
を配置 した。また、主に海岸域における事故に対応できるように、海洋サポー ト班内に、野
外救急救命訓練の技術を習得 した隊員を2名以上配置することとした(表12)。
これ ら、救急医療本部 ・山岳医療班の主な任務対象は、もっとも発生 リスクの高い、熱中
症 と軽度の外傷 ・ねんざ等 とす ることとした。また、熱中症や事故発生の防止のため、隊員
の脱水防止、疲労監視も山岳医療班の ミッシ ョンとして、声がけにとどまらない水分補給 ・
休憩時間の確保や、水分補給量(飲 量 ・残存量)の チェックを実施す ることとした。
なお、自力移動が困難 となるような山岳事故の発生時には、救急医療本部の医師と連絡の
上、山岳医療班の指示のもと対応す ることとした。加えて、別途緊急時対応 として、外部へ
の協力要請等協力を要請する必要がある場合、あらかじめ関係機関に情報提供を行い、緊急
時に事務対応が出来るだけ円滑に進むように準備した(9.緊急時連絡計画を参照のこと)。
また、滞在地別で用意 した医療品の リス トを表13に示 した。
表12.救 急 医 療 体 制
Tablel2.Emergencycaresystem
名称 担当 役割 配置場所
救急医療本部 佐藤力哉(医師) 総括 ・緊急時連絡 ・
船上治療
船舶
山岳医療班長 金子タカシ(野外救急救命訓練資格者) 野外救急救命 南硫黄島
山岳医療班 松本省二(野外救急救命訓練資格者) 野外救急救命 南硫黄島
山岳医療班 川口大朗(野外救急救命訓練資格者) 野外救急救命 南硫黄島
予備要員 堀越宙(野外救急救命訓練資格者) 野外救急救命補助 海洋サポー ト
予備要員 飴田洋祐(野外救急救命訓練資格者) 野外救急救命補助 海洋サポー ト
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予備要員 向哲嗣(野外救急救命訓練資格者) 野外救急救命補助 海洋サポー ト
準 ・予備要員 佐々木哲朗(野外救急救命訓練受講者) 野外救急救命補助 海洋サポー ト
準 ・予備要員 鈴木創(野外救急救命訓練受講者) 野外救急救命補助 海岸べ一ス
表13. 医療品リス ト
Table13.Listofmedicalsupplies.
名称
個数
名称
個数
山岳隊員
(7人)
コ ノレ 海岸べ一ス
キヤンプ
大型調査
船
山岳隊員
(7人)
コ ノレ 海岸ベース
キヤンプ
大型調査
船
三角巾 7 1 1 クラビット点眼薬 2
伸縮包帯 7 2 サル タノールスプ レー 1
弾力包帯 7 5 3 イソジン 1
テーピング 7 滅菌綿球カップ 2
医療用不織布 7 3 輸液セット(20滴) 3
滅菌ガ ゼー 63 9 シリンジ(10cc) 3
アルコールタオル 7 2 2 注射針(18G/23G) 各5
バンドエイ ド(大) 21 15 サーフロー(22G/24G) 各4
バン ドエイ ド(小) 35 5 アルコール綿 10枚
アンダーラップ 7皿 18皿 駆血帯 1
皮膚接合用テー プ 7 3 2 縫合セット・クリニカルシーツ 2
防水フィルム 1750m 25cn 糸付縫合針(3つ/5-0ナイロン) 各3
ゴム手袋 28 2 1箱 滅菌手袋(サイズ乳5) 3
ジツプロツク 14 6 小セッシ(有 鈎 ・無鈎) 2
小型ハサミ 7 ガーゼ ・滅菌綿球 ・綿棒 ・舌圧子 5
毛抜き 7 デイスポ手袋 1
デュオアクテイブ 21 1 ディスポ担架 1
レナコ 7 3 1 今日の治療薬(2016版)、薬袋 5
アイスバーグ 7 2 診療録、搬送指示書 5
ゲンタシン軟膏 7 3 2 バインダー 1
リンデロンVG軟 膏 7 3 2 マジック 2
OS-1経口補水液パウダー 21 29 ハサミ 2
アルミスプリント 4 3 ペンライ ト 1
ネックカラー 1 S字フック 2
脚 1 1 針入れ 1
血圧計 1 ゴミ袋 5
パルスオキシメーター 1 エラスコット3号(弾包) 3
体温計 1 シェルタイ2号 2
アイスノン 2 プラスモイストP33枚/袋 1
OS-1経口補水液500証 24 ハイドロサイト 1
ラクテック500m1 5 トランスポア 1
生食プラボ トル500m1 2 デュオアクテイブ田 1
生食100ボトル 2 パーミ ロー ル 大 1
アドレナリン 2 ステリス トリップ(大 ・中) 各2
ロラタジンOD(10) 20 シーネ 1
50%ブドウ糖液 2 ステイプラー 2
1%キシロカインポリアンプ 5 ネックカラー 1
ニトロペン 2 アンビューバッグ 1
アダラー トCR(20) 2 挿管セット 1
ケフラール 40 喉頭鏡 1
トラベルミン 10 挿管チューブ 乳5 1
ブスコパン 6 スタイレット 1
カロナール 20 バイ トプロツク 1
クラビット(500) 3 酸素ボンベ 1
キシロカインゼリー 2 流■計 1
酸素マスク 1
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9.緊急時連絡計画
緊急対応事項として、①近海地震、西之島噴火等により発生する溜 皮、および、②陸上お
よび海上における傷病事故を想定 した。
① 津波:父 島小笠原支庁より現地船舶に衛星電話に到達時刻 ・規模等の通知を受け、大
型船が陸上班に無線にて避難指示をすることとした。陸上班の避難は、基本は船舶へ
の回収ではなく、高所(崩 落地など)への避難 とした。
② 陸上および海上における傷病事故:基本、大型調査船の佐藤医師が医療処置の判断を
行 うもの とし(図3)、その連絡体制は図4の フローに従 うもの とした。
緊急性がない
調査船にて父島に戻り
小笠原診療所にて精査
内地での高度医療が必要
おが丸又は航空機にて内地へ
診療所にて治療
緊急性がある
小笠原村診療所医師に協力要請(佐藤医師)
急患搬送要請(診療所医師)
小笠原支庁総務課(行政担当)/総合防災部
海上保安庁
海上保安庁・硫黄島自衛隊の医療支援
航空機にて内地医療機関へ
(フライトプランは海上自衛隊が調整)
内地待機班*ごく希だが、海上保安庁/硫黄島自衛隊の医療支援後
に、小笠原診療所に搬送するケー スもある。
図3.南 硫 黄 島 医 療 体 制(傷 病 プ ロ ト コ ル)
Figure3.ThemedicalsysteminMinami-lwo-ToIslamd(Sic㎞essandwoundprotocol).
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10.山岳隊記録
10-1.登頂ルー トの開拓
今回の登頂ルー トは1982年、2007年のルー トと同 じ南クーロワールか ら南西稜 をた
どるル ー トである(図8)。ルー ト工作隊は天野 ・敦訓1・川 口の3名 、荷上隊を松本 ・金
子 ・村 田 ・朱宮の4名 で行 った。6.月14日に本隊上陸後ルー ト工作隊は、直 ぐにルー ト
工作を開始 した。下部の岸壁 には10rnのは しごをボル トで設置 し固定 した。下部の落石
が想定 される箇所はセ ミスタティックロープ(ペ ツル ・rp11.Ommアクシススタティック
ロープ ・50m)を固定 し、その他林 内はフィックス用ロープ(ダ イヤスーパーPPロープ
p8mmGG鯖 線入 り ・ハイクレロープp8mm黄 色 ダブノレブ レイ ドロープp8mmレ
ッ ド・ネイ ビー ・ホワイ ト)を場所の特 卜生に応 じて選択 し設置 した。9時 に出発 し、16
時には16ピ ッチ、すなわち500mコルの手前3ピ ッチまで達 した(6時 間程度)。ただ
し翌15日500mコルまで到達 した後、13ピッチ 目以降を図1に ある崩壊地(青 点線 、)
にとっていたルー トを落石が頻発す るため林内を通 るルー トに大きく変更 した(6時 間
程度)。2007年にはコブガシな どの森林 に覆われていた500mコル は、コルの100m上部
の岩壁を基点 とす る崩壊が発生 し、その一部が崩壊 により消失 した。崩壊 は南クーロア
ール側だけではなく、尾根 の反対側 にも及び景観 はまった く異なるものであった。16日
ルー ト工作隊は、500mコル上部の岩壁 を左側 から壁沿いに迂回 しなが ら上部 にルー ト
を開拓 し、岩壁上部に到達 した。これ以降は、基本的に2007年と同様に尾根伝いに山頂
までの藪 こぎをしなが らルー トを開拓 した。途 中700m付近に一部基岩が露出 している
箇所(ノ ボタンが優 占)があ り、フィックスロープを固定 した。700m以降は危険な箇所
はないが、ナ ンバ ンカラムシや ピサカキな どの藪 こぎが続 く。午前 中には山頂 に到達 し
た(4時 間程度)。
山頂までのル ー トが開設 されたところで、低気圧の発生により一旦下山し20日 か ら
再度登頂 し、山頂付近のルー トを開拓 した。宿泊場所を前回の山頂付近のススキ草地の
中ではなく、一段下降 したエダ ウチヘ ゴの中に設置 した。 また、調査の際に山頂火 口の
お鉢が回れるように尾根筋にそってルー トを開 くとともに、ススキ草地 を開拓 し火 口内
にル ー トをとり一巡できるようにした。また、北稜の偵察を行 うため200m程度北側に
下降 した。
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10-2.回収
24日6:30に500rnコルを出発 し、8:00に山頂到着 した。昼過 ぎに下山開始。マー
キングテープやシュ リンゲを回収 しながら下降。700m付近 に設置 したフィックスロー
プも回収 した。15:00500rnコル到着。
25日6:30に500mコルを出発 し、荷上班は資材の荷下げ、ルー ト工作班はフィックス
ローフQの回収を行った。荷上班 は10:00に登 山口到着。12:30ルー ト工作班 ロープ回
収 して登 山口着。固定 したボル トも2007年に設置 した10mmグージ ョン1本 残 してす
べて回収 した。カ ウンターラッペルでは しごをかけたルー ト側で確保 を してもらい反対
側にロープをまわして懸垂下降 しすべての作業が終了 した。
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11.次回調査へのコメン ト
11-1.これまでの南硫黄島調査
過去、南硫黄島へ挑んだ記録(表1)に は、古くは挑戦 ・冒険的な上陸も多い。また、所
轄行政機 関による挑戦的な巡視 目的の渡航 もあった。すべての挑戦が厳 しい自然環境に苦労
し、やむなく撤退 した記録も含まれ、南硫黄島の苛酷さを物語っている。
現在、南硫黄島は原生 自然環境保全地域に指定 され、かっ世界自然遺産価値のコアとなっ
ている。上陸に多重の許認可が必要な最上級の保全措置がとられ、さらに厳重な検疫の必要
性がある同島で今後可能性がある上陸調査は、緊急的な状況を除き、唯一、第4回 目となる
次回総合的学術調査及び予備調査になるであろう。ここでは、次回総合調査の実施に役立て
るために、過去の総合調査の調査誌及び社会的な意味をふ りかえり(学術成果は除く)、その
上で第4回 総合調査にむけたコメン トを記録 したい。なお、ここでは調査隊の編成や運営な
に関わる事項を述べる。
11-2.過去の総合調査の特徴 と比較
歴史上1回 目の総合調査 となった1983年の環境庁調査(奥 富清隊長:第1回 南硫黄島総
合調査/関係者間の呼び名 にな らい、以下、第1次 隊とする)は、1979年に原生自然環境保
全地域に指定されたことを受けて実際された。計画的で膨大な準備を伴い、20人規模のメン
バーが、一切の食糧 ・飲料水の自給、補充の効かない苛酷環境で、10日以上滞在するとい う
点からも初めての試みとなった。これは、数十の無人島を持つ小笠原諸島の自然環境に関わ
る調査誌においても、他に例をみない取 り組みであった。過去の先行登禁から1次隊が選択
した南部沢地形か らの登肇ルー トは、以降、第3回 目の総合調査まで踏襲される定石ルー ト
となった。
1次隊による初の総合調査実施の後、20年以上調査が実施 されず島の実態は不明となって
いたが、2007年、小笠原諸島の世界 自然遺産登録を準備する流れの中で、東京都 ・首都大学
により25年ぶ りとなる第2回 目総合調査(加藤英寿隊長:第2回 南硫黄島総合調査/同様
に以下、第2次 隊とする)が実施 された。2次隊で特筆されるのは、小笠原諸島で初めてと
なる本格的な外来種対策(検疫)を実施 したことである。検疫方法は南硫黄メソッド2007と
して、小笠原をフィール ドとす る生態学者間で共有 され、後に小笠原で実施される事業 ・調
査におけるあらゆる外来種対策の雛形 となった。 さらに、多様な分類群の研究者の参加 を、
隊を前半 ・後半の2班 にわける新体制で実現した。加えて、山岳班(ル ー ト開拓 ・荷揚げ等
を行 うクライマー隊)、海洋班(海 上運搬、隊員の遊泳をサポー トするダイバー隊)、船舶関
係者等、研究パーツ以外の専門部門を設置 して、これを島隊(しまたい)と 呼ばれた地元組
織が統括運営する現場主導体制をは じめて構築 した。なお、前回調査から20年以上が経過
したことで生 じたさまざまな障害と、調査された自然環境の変化から、「10年に1度 の監視
的調査が必要」 とする、モニタリングスケジュールをはじめて具体的に提案 した。
第3回 目総合調査(鈴木創隊長:第3回南硫黄島総合調査/同 様に以下、第3次 隊とする)
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の最大の特徴は、下山後には基本的に沖合いに停泊する船舶に戻 り、船上で休息をとる体制
を組んだことと、組織的な医療班を設置 したことである。このほか、検疫の実施、研究者の
2班区分(前 半 ・後半)、プロクライマー、プロダイバーの参加等については、2次隊の体制
を引き継いで更に発展させた。
3回の総合調査を比較すると、1次隊と2次 隊の間で生じた調査実施上の大きな条件的な
変化は、① ペットボ トルの登場、②登高器の成熟、③スポーツ ドリンク・ゲル飲料等の発達、
であった。同様に、2次隊と第3次 隊の差は、伽 米、乾燥食品の多様化と嗜好 性の向上、②
携帯用GPSの 発達 ・進歩、③無人記録機器の発達、④映像記録機器(UAV含む)の 発達 ・
進歩、⑤熱中症対策等への情報革新(医 療班設置による)、であった。
1次隊と2次 隊の25年間では、南硫黄島における安全確保に直結する条件変化が大きい。
この間、登高器の技術開発は成熟期に達 してお り、汎用性の高い登高器 を使い、プロによる
訓練 とガイ ドを受けることで、ロープクライミングの経験が乏しい研究者でも危険を低減 し
た登禁が可能となった。また、ペ ットボ トルの登場は画期的であった。特に1次 隊ではポ リ
タンクで持ち込んだ飲料水が腐 り苦労していたことから、衛生問題が解決 されたことは隊の
安全を大きく担保 した。また、ペ ットボ トルは、準備収集の段階、船舶からの海上運搬、山
岳への荷揚げ、ベースキャンプでの保管等で格段に安全で取 り扱いやす く、べ一スキャンプ
維持のための労働及び精神的な疲労の軽減 にもつながった。集約すると、ペ ットボ トルや登
高器など使用物品の技術開発に伴い、調査隊の安全 性 ・行動力に大きな前進が認められた。
2次隊と第3次 隊の10年間では、生活上の快適性を増大 させる変化 と、調査隊の得る情報
量を格段に多様化 ・増加 させる変化があった。携帯用GPSにより、隊員位置やルー トの精密
な情報を記録、伝達できるようになったことは、安全面、調査制度において大きな進歩であ
った。また、映像機器、無人記録機器の発達は、現在のみならず将来において再解析可能な
資料を得た意味において、調査の価値に、より普遍性を持たせた。反面、多くの計測機器(調
査隊員個人が持つ撮影機器も含む)を利用することで、バッテ リー等の携帯量が食糧 ・登禁
具につぐ重要品とな り、逆に荷揚げ総量を圧迫す る事態 も生 じた。乾燥食糧の発展は、2011
年の東北大震災以降の災害対策品の急速な発展に恩恵 を受けた。極地滞在における日々の食
事の選択性向上は、心身をリラックスさせ休養をとる上で支えとなった。集約すると、電子
機器 の発達 ・技術開発に伴 う調査成果の多様化 と、同時に電源確保が新 しい重要課題 と認識
されるステージに入ったと整理された。
11-3.今後10年間で、注目すべき項 目
今後10年 間に、南硫黄島調査で使用又は応用可能な機器 ・技術の進歩がどのよ うになさ
れるかの予測は難 しいが、電源確保の諸条件の改善につながる技術進歩には常にアンテナを
はり、事前試行をす ることが重要である。 とくに、以下機器の進歩については特に注意が必
要である
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・小型 ・軽量化 ・進歩/充 電バ ッテ リー、小型発電機、 リチウムバッテ リー等、無人記録
辮
・実用性向上/携 帯用ソーラー充電器等、UAV(運搬能力)
加えて、本調査での活用はなかったが、緊急日寺、事故時等、調査以外の場面で ドローンを
活用する方策も検討する価値がある。同時に、UAVの運搬能力の向上を注視するとともに、
墜落時等の回収用UAVの検討 も重要になるだろう。
無人記録機器の進化に伴い、ようやく南硫黄島でも長期的観測を検討できる段階に入った。
今後は調査計画日寺か ら中 ・長期の気象観測等を設計することが必要で、そのための機種 ・シ
ステムの検討は少なくとも2年前に開始されることが望ましい。また、無人記録計からUAV
を活用 した遠隔ダウンロー ドによるデータ回収等を実施することも検討すべき方法論であ
る。
飲料水の確保及び、海上運搬 と山岳への荷揚げは、調査隊が滞在する上で、もっとも重要
で労多い仕事 となっている。山頂部で常時発生する雲霧から真水を得る方法、たとえば樹幹
流下水の活用等についても検討 し、次回何らかの試行 を行 うこと等は有益であろ う。
11-4.次回調査への調査隊の編成 ・運営にかかわるコメン ト
1)大 型調査船の必要性 ～沖合いの大型調査船から登肇時に島に通 う(3次隊)方式の推
薦～
3次隊は、沖合いに調査隊(海洋調査班を除く)がほぼ乗船可能な大型調査船(500t程度)
を停泊させて調査を実施 した。大型調査船の有無により、調査体制、実施可能な項 目、スケ
ジュール、安全管理体制は大きく変化する。大型調査船導入の最大のメリットは、父島から
南硫黄島までの体調管理(船酔い対策 ・食事 ・安眠等)、現地での体力維持(船 に戻 り体力を
回復する時間が得 られる)、荒天時の安全性(船上への待避)な どの諸条件の向上であろ う。
3次隊では、発達 した低気圧に伴 う天候悪化により総員が洋上へ数 日待避する場面があった。
大型調査船による海上待機がなければ調査続行は不可能であった。仮にこの時点で撤収 して
いた場合、前半の上陸隊員が500mコルへ往復 したのみで全調査が終了した(全分類群の山
頂域調査 ・海岸林調査及び、後半予定の樹上昆虫、コケ ・癬苔類、哺乳類、海洋調査は未実
施)。大型調査船のメ リッ トは研究成果上も大きい。採取したサンプルの保管条件が向上し、
必要により船上での前処理(簡 単な固定等)も 可能である。また、3次隊ではじめて実施 し
たUAVに よる調査を、今後の必須事項とする場合、離発着場 となる大型調査船の必要度は
より高 くなる。加えて、今後の小笠原諸島における無人島調査の人材 ・体制の予想か らも、
南硫黄島調査における大型調査船は必要性が高い。小笠原諸島のフィール ドでは、時代とと
もに船舶や諸条件が向上 し、安全確保に重点がおかれるようになった反面、研究者側のサバ
イバル能力が低下 していることは否定できない。危険が想定され る調査等は実行困難な時代
になったことか ら、若手研究者が 日常的な経験値を上げられないことは構造的な状況 となっ
ている。このため、運用で一定の安全確保が可能な継続事業の実施地(属 島調査)で は、や
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むえない リスクといえる。しかし、南硫黄島などの極地調査の場合には、経験の質の低下は、
困難な場面における想像力 ・判断力の欠如に直結する大きな弱点 となることか ら、可能な限
り改善すべき課題である。今後も事故のない調査を継続していくには、理想的には、組織 ・
体制づくりに日寺問をかける等の根本的な変革が必要である。ただ し、単年度主義の行政事業
として実施する場合には、これ らの変革は難 しい。今後、極地調査に望む参加者の総体 とし
ての経験値が低下する中で、安全性を高めるための次善の策 としては、研究活動以外(特 に
移動 ・滞在)の 体力消耗を出来る限り減 らすことである。そのために、もっとも優 占ll圓立の
高い方法 として、大型調査船(500t規模)の 導入を推薦 したい。
なお、3次隊における大型調査船の導入は3者 合同実施により実現 した(チ ャーター費:
100～120万円/日以上)。2017年時点で、日本国内には、3次隊の船上ベースとした第三開洋
丸(約498t)をはじめ、チャーター可能な調査観測船が複数存在する。船上べ一スを構築す
るために調査隊の規模に見合 う(総員の待避可能な規模)調 査船舶の確保を、計画段階から
設計することが必要である。
2)プロクライマー、プロダイバーによる運搬 と補助
編成された調査隊で、一定期間の南硫黄島上陸調査を実施する場合、プロクライマー、プ
ロダイバーによる運搬と補助は、調査の安全な実施のために不可欠 と考える。同方式は、2次
隊、3次隊において多様な分類群研究者の参加 と安全を確保するためにとられた方式である。
また、現場で調査隊員をフォローするプロクライマー、プロダイバー及び船舶 と意思疎通を
はか り、同レベルで状況判断可能な現地組織等による運営は今後も必要であろう。なお、5)
に述べる下見は、プロクライマー、プロダイバー、運営を担 う現地組織により実行 されるこ
とがもっとも合理的である。
3)前 半 ・後半の2班方式(2次隊 ・3次隊方式)
2班方式は、2次隊、3次隊において多様な分類群研究者の参加を実現す るためにとられた
方式である。南硫黄島では、今後も既存の分類群に加えて、未知の分類群調査を実施す るこ
とが基本的な調査隊の構成となる可能性が大きい。そのためには、研究者隊を2つに分けて、
入島することは合理的である。また、全調査員が全行程島に滞在 した1次 隊では、体力の消
耗により現地で休息 日を設ける必要が生 じている。しかし海岸域の酷暑のために体力回復に
苦労 している。3次隊では、島に全行程滞在 したのは海岸べ一スキャンフ酷 めをした隊長、
庶務の2名で、庶務補助者1名 が後半日程で加わるが、他の隊員は基本的に船での休養 と上
陸 ・再上陸しての山岳登禁を繰 り返 した。下山後に少数回でも、酷暑 ・落石の危険がある海
岸べ一スキャンプを離れ、空調、食堂、 トイ レ、シャワー設備のある船舶で休息を図れたこ
とは、隊員の体力維持、安全確保の下支えとなった。全行程を1隊で実施する場合には、海
岸べ一スキャンプの規模 も大きくな り、面積的にも安全な場所の確保が困難であるばかりで
なく、海岸で消費す る水 ・食糧やキャンプ資材等の荷揚げ資材も増加する。この点からも前
一59一
半 ・後半の2班方式は合理的であろう。
なお、2班編制のデメリッ トとしては、前半 ・後半班の実施確率の差であろ う。過去の気
象観測記録(台風発生状況等)か ら、12～13日間程度を連続 して南硫黄島に滞在できる可能
性は50%程度である(2007、2017年日寺ともに加藤英寿が解析)。2班編制では、後半調査が
実際される確率は50%という想定で臨む必要がある。実際3次 隊では、直前の長期天気図予
報の悪化か ら、当座の 目標 を前半班による500mコルまでの調査実施に切 りかえ、後半班の
調査実施はペンディング(天候回復次第)し たまま出発 した。このため後半予定であったコ
ケ ・蘇苔類、樹上昆虫類、哺乳類(※ 鳥類のみ前半に変更)の調査は未実施 となる可能性が
大きいことを全隊で再認識 してからの出発 となった。このような事態は隊編成時に承諾済み
であったが、実際に現場で悪い想定シナ リオになった場合(3次隊は出発直前の急変)には、
全隊員の気持ちの切 りかえは、必ず しもスムーズにいかない。 しか し、このような事態は今
後も高い確率で想定されることから、2班編制とする場合には、事前に出来る限 りの話合い
を重ねて、隊全体として強い認識 を持っておくことが重要だろう。
4)べ 一スの位置
べ一スキャンプの位置 ・規模 ・機能は重要である。参考 として、2次隊、3次隊の経験から
より良い方策と考えたキャンプ等の位置を以下に述べる。
① 海岸の上陸地点及び登禁地点の近 くに海岸べ一スキャンプを設置する。
海岸ベースキャンプには、固定の維持人員(庶務)と 医療者を置く
② 船上に無線基地を置き、海洋調査船等に1名 が常駐 し無線担当者 となる。
無線担当者は必要に応 じて海岸べ一スキャンプと行き来する。
船上ベースは、海上から登禁ルー トや雲霧状況を遠望できるため術目敢に適 し、山岳から海
岸部までカバーできる最良の無線基地となることから情報統括に長 じる。一方で、現地のマ
クロ的な情報共有には弱く、隊が直面する状況や、酷暑落石等の現場感を得 られるのは海岸
べ一スキャンプである。
2次隊において、海岸部のベースキャンプの設営 ・維持に想像以上の労力を消費 した経験
か ら、当初、3次隊では可能な限 り海岸べ一スキャンプを小規模 ・軽量化 して、船舶にべ一
ス機能の重心を置く(隊長を船上に固定配置す る)方向で計画を進めた。 しか し、計画最終
段階で、現場感の共有 と隊全体の意思疎通を考え、隊長は海岸べ一スキャンプに常駐す るこ
ととした。
入島後、山岳登禁中の隊員 との無線通信は、すべて船舶中継 となり連絡体制が複線化 した。
また、想定通 り船上からの登禁ルー トの目視は重要であったが、一方でクライマーや調査隊
の下山時に海岸べ一スキャンプに滞在 し現場状況 を共有 ・把握することも不可欠であった。
特に前半 日程では、予想天気図により日々計画を立てていた。このような状況下では海岸ベ
ースキャンプの多様な収容力が重要であった。
上記の経験か ら、情報統括 とは区別 して、一定の規模(最低限入山中の全隊員を迎え入れ
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られる)を持つ海岸ベースキャンプの維持は必須 と考える。このためには、前述のように海
岸ベースキャンプ(庶 務 ・医師)と 無線基地(隊 長)を 併設する方法がもっとも合理的で、
両べ一スの短所を補 うために、船上べ一スと海岸べ一スキャンプの連絡を密にすることや
(無線別系統を確保)、隊員の下山時には隊長が海岸べ一スキャンプに滞在する等が効果的
であろう。
なお、船上無線を担当する隊長は、調査隊の運営に専念者 として分類群の直接担当者でな
い方が望ましい。あるいは、隊編成上、無線担当者を全隊運営の トップ(統括又は総隊長等)
として、研究コーディネータを隊長(調 査隊長)と する考え方もあるかもしれない。
次回の調査隊の規模がよほど小規模化されない限 り、海岸べ一スキャンプは 日々の食品管
理、船舶 との交信、テン ト維持、無線バ ッテリー ・サンプル ・ゴミ等の海上運搬作業等で、
常駐の設備人員1～2名 が必要である。また、医師は3次 隊では船上待機 となったが、次回
以降は海岸ベースキャンプに待機することが理想的で、このためには訓練段階から医師が調
査隊に合流することが望ましい。
5)下見調査の実施(キ ャンプ地及び登禁ルー トの確定)
南硫黄島で大規模な調査を実施する場合、現地で上陸地点、キャンプ地、登禁ルー トを選
定する猶予はない。予めすべての地点(予備候補を含め)を定め、行程(距 離)に必要な上
陸用洋上資材、山岳資材等を見積 もり、準備するためである。1～3次隊では南部谷地形のほ
ぼ同一な登禁ルー トを使用 し、同所上の調査は35年間に3回 となった。また、3次隊では
UAVによる登禁ルー トの詳細な撮影を実施 してお り、現在、詳細な植生図(2017年時)を
作成中である。このように、経年変化を除けば、同ルー ト上で得 られ る最大の情報が得 られ
ていることか ら、次回調査では、異なる斜面方位(別 ルー ト)による登頂及び調査が望まれ
る。1次隊は、事前に航空写真で登墓ルー トを定め、先発隊が現地でキャンプ地等を選定し
ているが、海岸の岩石帯等での荷物搬送等に非常に苦労している。2次 隊、3次 隊では前年
に海岸部のみの予備上陸を実施 し、上陸地点、海岸べ一スキャンプ設営地点(落石状況の把
握)、非常日寺(波浪の変化で上陸地点から脱出できない場合)の脱出地点を事前決定すると共
に、遊泳場所の海底地形及び、潮位変化に伴 う潮流(離 岸流含む)の観察等を実施 した。事
前調査の実施より、格段の作業の効率化 と安全性の向上が図られ、これによって多分野の研
究者の参画が可能 となった。
過去に履歴のない斜面でのルー トファインティングが必要な次回調査では、船舶のアンカ
ー リングポイン ト、遊泳コース、非常時の脱出地点を含む入島 ・滞在のための基本設計を1
から再構築する必要がある。このため、プロクライマー、プロダイバー、隊運営者を含めた
事前調査は、調査実現のために最 も重要な準備のひとつであろ う。また、次回下見ではUAV
の活用などにより、参加者他への情報共有を積極的に行い、訓練を含めて可能な限 り、事前
準備の充実を図ることが重要であろう。
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6)医療班の設置、隊員カルテの作成
3次隊では、隊内には じめて組織的な医療班を設置し、かつ小笠原村、東京都等の協働 ・
協力をえて、非常時の体制を整え事前共有 した。幸いにも重大な事故、ケガ等の発生はなか
ったが、南硫黄島の自然環境の苛酷 さと調査継続の重要性か ら、次回以降も医療班の設置は
重要 と考える。改善点は医師の海岸べ一スキャンプなど島への駐在であろう。また、3次隊
では事前に参加 医師及び協力医師の問診 による隊員個人カルテの作成 と、医療班内での共有
が図られた。さらに、潜在的なリスク対 して、隊員個別に山岳医療班、調査バディとともに
緊急時の対応プロ トコルを作成することもあった。事前の情報収集 と把握は、現地における
不安 と危険の軽減に大変に有効であった。さまざまな制限がある現地で、パニックを避けて
合理的な対処を行 うためには、今後 も必要かつ重要な事項である。なお、次回の医療班準備
段階で、3次隊の医療班にヒア リングをすることも有用であろ う。 さらに、医師以外の調査
隊員に、野外救急救命法等の資格者、受講者がいることは重要である。医療班の設置につい
ては、当初の調査計画にはなく、小笠原 自然文化研究所で発案 し、多くの協力者を得て実現
した。次回調査では、計画段階から医療班の設営を目途した予算設計等が望まれ る。
7)合宿形式による事前訓練の実施
3次隊の参加者には、2次隊経験者が多く含まれる点で、経験 ・知識的な利点をあった。
一方で、海岸域の酷暑、遊泳、急傾斜の落石帯の登禁下降、その中で実施す る自然環境調
査 と非常時の対応等を想定 した場合、平均年齢の高さは否定できない。身体能力は個人差
が大きく、南硫黄島での経験は重要であり、単純な制限年齢は設 けるべきではないが、調
査の継続1生及び安全性を考えると、次回は参加研究者の一層の若返 りが必要であろ う。3次
隊の準備では、2次隊参加者が各職場の中堅者 とな り、最 も多忙な立場にあることから、事
前訓練や座学、 ミーティングを合宿形式で実施することとした。合宿方式は、ほとんどの
参加者に好評で、効果も大きく、さらに隊員問のコミュニケーションを計る意味において
も重要であった。もともとは、多忙な参加者 を対象に、合理的かつ集 中的な訓練を施すた
めに計画 した方法であったが、隊の人間関係 をつくり、さらにサポー トす る立場にあるク
ライマー、ダイバーにとっては、隊員確認の能力 ・性格 を把握する上でも非常に有益であ
った。次回の参加 メンバーによるが、共通のフィール ド経験を持たない者が複数以上含ま
れる場合には、合宿的な準備が望ま しい。また、可能であれば1～3月頃(下見盾報の共有
含む)、4～5.月(出発前)の2回 実施がより効果的である。
8)インターネット等の気象情報活用
3次隊が気象条件悪化により、一時総員が海上待避 しながら、低気圧通過後に再上陸を果
た し、最終的に全 日程を遂行できたのは、上記の 「次回調査への調査隊の編成 ・運営にかか
わるコメン ト」内容 とともに、インターネ ッ ト等の気象情報を活用 したことがあげ られる。
「一部避難か、全隊員の海上避難か」、 「海上待機時の目処」、「再開時の海況判断」など、諸
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処の検討を行う際の根拠となったのは最新の気象情報であり、情報なしには海上待避時点で
調査は中止せざる得ない海況であった。10年後のインターネット等の情報取得方法の変化に
ついては予測できないが、その時点で最新情報を、常時現地で活用できるような準備が不可
欠である。
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SUMMARY
Overviewofanexpeditiontoinvestigate止enatUralenvironmentof
Minami.lwo-TbIsland
H句 廿neSUZUKIl*,KazuakiAMANO2,TakeharuSHUMIYA3,KazutoKAWAKAMI4,
KazuoHORIKOSHIi,TakashiKANEKo',TetsuroSASAKIi,YbshieKAGAl,
SoraHORII〈OSHIi,HaruoT,TetSuyaYAMADA6,NaokiKACHI7,
KeisUkeKOIZUMI8&HidetoNAKANO8
1.Ihs廿tuteofBo血ology,NPO,Nishi-Machi,Chichijima,Ogasawara-mura,丁bkyo,100-2101
2.IshiiSportsGroup,Ogawa-Machi3-6,Kanda,Ciyoda-kU,T()kyo,101-0052
3.TheNatureConservationSocietyofJapan,ShinkawaChuokUTbkyolO4-0033,Japan
4.ForestryandForestProductsResearchlnstitUte,Matsunosatol,Tsukaiba,ibaraki305-8687,Jal)an
5.HARUKA-MARU,0㎞ 一mula,Chichijima,Ogasawara-mura,Tbkyo,100-2101
6.DIVINGSERV[CEKAIZIN,0㎞一mur亀Chichijim亀Ogasawara-m㎜,Tokyo,100-2101
7.TokyoMetropolhanUniversity,Minamiohsawa,Hachi句i,Tbkyol92-0397,
8.TbkyoMetropolitanOgasawaraIslandB㎜cho伍ce,Nishi-Machi,Chichi-jina,Ogasawara-mura,
Tbkyo,100-2101
*h勾ime@ogasawara.or.jp(authorf()rcorrespondence)
lnJune2017,出eTokyoMetropolitanGovernmengTokyoMetropolitanUniversity,andN皿
(JapanBroadcastingCorporation)collaboratedonaninvestigationofthenatUralenvironmentof
Minami-Iwo-ToIslandoveral6-dayperiod(Junel3-28,2017).Becauseoftheseverityofits
el曲onment,Mina㎡ 一lwo-Tohasnorecordofhumanse枕leme血andhas血emostweHpreserved
naturalenvironmentofanyisland舳eOgasawaraarchipelago.Accessto出eislandisstrictlylirnited
under血eNatUralEnvironmentConservationLaw.Theislandisalsolistedasanaturaltreasureand
conservedunder血eCulturalPropertyProtectionLaw.Ourlandmgsurvey,which血cluded血esummit
areaontheisland,wasthef()urthsuchsurveytobeconducted,andthefirsthltenyears(since2007).Ih
thissurvey,weinves廿gatedplants,birdS,insectS,te∬es面alshell丘sh,etc.,anduse伽㎜ ㎜ed ehal
vehicle(UAV)totakehigh-resolutionaerialphotographsoftheareabeyondthesurveyroute.
Keywords
Equipment,Safetymanagement,Trah血g,Unpopulatedislan(北
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